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地域活動にご協力ください
おうちで簡単エクササイズ

たはらトピックス
たはらフォトニュース

市民のひろば
地域の話題・市民活動だより
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掲載したイベントなどは、中止、または延期する場合があります。



田
原
市
で
は
、住
民
相
互
の
助
け
合
い
や
協
力
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
お
り
、各
地
域
で
自
主
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
と
は「
自
治
会（
町
内
会
、区
な
ど
を
含
む
）」「
自
治
会
連
合
組
織（
小
学
校
区

域
内
の
特
定
の
自
治
会
の
連
合
組
織
）」「
校
区（
小
学
校
単
位
の
自
治
会
の
連
合
組
織
）」と
、区
域
内
の

全
て
の
自
治
会
と
各
種
団
体・行
政
委
員
な
ど
で
構
成
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」で
、そ
れ
ら
の
連

絡・調
整・連
携
協
力
を
行
う
た
め
に「
田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
」が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
市
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る
市
民
館
整
備
や
補
助
金
交
付
な
ど
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、市
民
生
活
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

◎
自
治
会
の
主
な
活
動

「
広
報
や
回
覧
の
配
布
」「
除
草
や
清
掃
な
ど
環
境
整
備
」「
自
主
防
災
活
動
」「
交
通
安
全
」「
防

犯
活
動
」「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
」「
住
民
相
互
の
親
睦
活
動
」「
意
見
集
約
や
要
望
の
取

り
ま
と
め
」な
ど

　
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の
活
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。※
名
簿
は
敬
称
略　
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地
域
活
動
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協
力
く
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さ
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地
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岡
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二
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利
仁
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台
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山
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小
林
敏
彦

◆
田
原
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

中
泉
芳
晴

大
久
保
区
自
治
会	

	

大
和
康
夫
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地域の安心・安全を守る
消防団の役員さんをご紹介します

◦団長
中神 通文

◦副団長
小林 篤史

◦副団長
伊奈 継人

◦副団長
田中 正規

◦東部分団 分団長 鈴木　仁
副分団長 酒井 経造

◦神戸分団 分団長 河合 将司
副分団長 伊藤 浩希

◦南部分団 分団長 長神 伸宜
副分団長 鈴木 貴文

◦野田分団 分団長 山田 将司
副分団長 髙橋　淳

◦中部分団 分団長 鈴木 雄大
副分団長 鈴木 哲史

◦童浦分団 分団長 中神　航
副分団長 山田 尚人

◦赤羽根分団
分団長 河合 佑典
副分団長 大羽 勝仁
副分団長 中村 嘉孝

◦泉分団 分団長 渡邉 竜次
副分団長 安藤　純

◦福江分団

分団長 石黒 成毅
副分団長 石井 万也
副分団長 緑川　駿
副分団長 鳥居 利広

◦伊良湖岬分団
分団長 山本 博基
副分団長 髙瀬 貴宏
副分団長 齋藤　豊

【市民の皆さんへ】消防団は、火災の消火活動だけでなく、地震や風水害など自然災害の発生時にも、地域で救助・
救援活動にあたります。消防団の活動に、ご理解とご協力をお願いします。 ▼消防課☎ 23-4073

◆
野
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

渥
美
昌
彦

芦
自
治
会	

	

大
羽
和
志

南	
	

	

吉
田
良
則

彦
田	

	
	

香
田
将
幸

雲
明	

	
	

藤
井
寿
充

保
井	

	
	

杉
原
信
幸

東
馬
草	

	
	

河
合
君
弘

山
ノ
神	

	
	

長
井
克
安

西
馬
草	

	
	

河
合
敏
幸

今
方	

	
	

太
田
雅
文

北
海
道	

	
	

藤
江
昭
範

市
場	

	
	

岡
本
次
生

仁
崎	

	
	

伊
藤
保
夫

ほ
る
と
台	

	

鈴
木
知
之

◆
高
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

小
野
和
良

高
松
区	

	
	

小
野
和
良

◆
赤
羽
根
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

彦
坂
辰
夫

赤
東
区	

	
	

宮
下
剛
高

赤
中
区	

	
	

横
田
直
之

赤
西
区	

	
	

鈴
木
健
文

◆
若
戸
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

渡
邊
康
良

池
尻
区	

	
	

杉
原
要
太
郎

若
見
区	

	
	

伊
藤
文
久

越
戸
区	

	
	

林　
宏
恭

◆
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

河
合
英
雄

和
地
自
治
会	
	

間
瀬
博
孝

土
田
自
治
会	

	

太
田　
勉

◆
堀
切
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

木
邨
龍
雄

堀
切
自
治
会	

	

島
津　
修

小
塩
津
自
治
会	

	

古
川
裕
信

◆
伊
良
湖
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

尾
澤
美
也

伊
良
湖
自
治
会	

	

石
橋
典
幸

日
出
自
治
会	

	

小
久
保
幹
夫

◆
亀
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

本
田
雅
彦

亀
山
自
治
会	

	

島
本
重
義

西
山
自
治
会	

	

伊
藤
和
雄

◆
中
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

小
川　
悟

中
山
自
治
会	

	

荒
木
康
好

小
中
山
自
治
会	

	

小
川
俊
一
郎

◆
福
江
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

山
本
五
夫

長
沢
自
治
会	
	

林　
德
治

福
江
自
治
会	

	

荒
木
克
宏

保
美
自
治
会	

	

内
藤
栄
次

向
山
自
治
会	

	

石
井
孝
史

◆
清
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

大
谷
信
也

山
田
自
治
会	

	
田
中
和
義

高
木
自
治
会	

	
仲
神
博
之

折
立
自
治
会	

	

杉
浦
政
広

古
田
自
治
会	

	

宮
川
隆
司

◆
泉
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

山
内
敏
久

宇
津
江
自
治
会	

	

千
賀
敬
太

江
比
間
自
治
会	

	

清
田
康
一

八
王
子
自
治
会	

	

渡
辺
久
男

村
松
自
治
会	

	

渡
辺
伸
幸

馬
伏
自
治
会	

	

神
谷
菊
一

伊
川
津
自
治
会	

	

太
田
金
吾

石
神
自
治
会	

	

西
川
伯
明

夕
陽
が
浜
自
治
会	

	

久
保
山
彰
之

（敬称略）

地域活動にご協力ください。
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集

田原市教育
委員会スポ

ーツ課

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
が
呼
び
掛
け
ら
れ
て
い
る
中
、今
回
は
ご
自
宅
で
ど
な
た
で
も
簡
単
に
出
来
る
健
康
づ
く

り
体
操
を
お
伝
え
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
23‐

３
５
３
１

簡単ストレッチで後ろ姿もすっきり!

上半身（背中）の運動
ストレッチをすると血流が良くなり、疲労が回復したり代謝
が高まったりします。上半身のストレッチで背中のラインを
スッキリさせましょう。

筋力のない人でも簡単腹筋！

お腹まわりの運動
腹筋は内臓や体を支える大切な筋肉です。
腹筋運動は苦手！という人でも簡単に出来る腹筋
をご紹介します。

お尻まわりを伸ばして、
骨盤を安定させよう！

お尻の運動
お尻のストレッチは、体の土台である骨盤の柔軟性を
保つことに繋がります。

内ももを伸ばして
股関節を柔らかくしよう！

太ももの運動
内ももから股関節を伸ばして、体幹を柔軟にしよう！

今
が
始
め
ど
き
？

お
う
ち
で
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

左
の
ひ
じ
を
曲
げ
、

右
手
を
さ
ら
に
遠

く
に
伸
ば
す
。

背
筋
を
伸
ば
し
た

ま
ま
息
を
吐
き
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
体
を

前
に
倒
す
。

体
を
ゆ
っ
く
り

右
に
倒
す
。

両
手
で
タ
オ
ル
の

端
を
つ
か
み
、左
右

に
引
っ
張
り
な
が
ら

上
に
あ
げ
る
。

1

11

2

1

2

2

2

3
最後に体を起こして
両手を下ろします。こ
れを左右数セット繰り
返しましょう！

左足を両手で抱えて
息を吐きながら手前
に引き寄せるのも効
果的！反対も同様に数
セット繰り返しましょう！

反対も同様に
数セット繰り
返しましょう！

の場所が伸びていることを意識しよう！

息
を
吐
き
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
体
を
後

ろ
に
倒
す
。お
腹

を
出
来
る
だ
け
へ

こ
ま
せ
、数
回
深

呼
吸
を
す
る
。

背
筋
を
伸
ば
し

て
体
育
座
り
を

す
る
。タ
オ
ル
の

両
端
を
持
ち
、

ひ
ざ
の
後
ろ
に

か
け
る
。

両
手
を
腰
に

あ
て
、ひ
ざ
立

ち
の
姿
勢
を
と

る
。股
関
節
を

広
げ
て
内
も

も
を
伸
ば
す
。

骨
盤
を
支
点

と
し
て
、頭
・

肩
・
腰
の
順

番
に
ひ
ね
る
。

背
筋
を
伸
ば
し

て
椅
子
に
座
り
、

左
足
首
を
右
足

の
太
も
も
に
乗

せ
る
。

❶

❷

❸

　
現
在
、
国
・
県
・
市
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
、不
要
不
急
の
外
出
自
粛
が

呼
び
掛
け
ら
れ
、ご
自
宅
で
過
ご
す

時
間
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
も
健
康
的
な
生
活

を
行
う
た
め
、今
回
掲
載
し
た
運
動

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
健
康
維
持

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、今
回
紹
介
し
た
体
操
は
本

市
が
発
行
し
て
い
る「
お
手
軽
３
分

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
集
」か
ら
厳
選
し
た

も
の
で
す
。こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん

の
お
手
軽
体
操
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。冊
子
は
市
ス
ポ
ー
ツ
課
で
配
布
、

市
Ｈ
ｐ
で
も
ご
確
認
で
き
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
23‐

３
５
３
１

　
１
０
０
４
８
９
９

数セット繰り返しま
しょう！慣れてきたら、
体を後ろに倒すとき
に両足を浮かべてみ
ましょう！

皆さんやってみて

くださいね。
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集

田原市教育
委員会スポ

ーツ課

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
が
呼
び
掛
け
ら
れ
て
い
る
中
、今
回
は
ご
自
宅
で
ど
な
た
で
も
簡
単
に
出
来
る
健
康
づ
く

り
体
操
を
お
伝
え
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
23‐

３
５
３
１

簡単ストレッチで後ろ姿もすっきり!

上半身（背中）の運動
ストレッチをすると血流が良くなり、疲労が回復したり代謝
が高まったりします。上半身のストレッチで背中のラインを
スッキリさせましょう。

筋力のない人でも簡単腹筋！

お腹まわりの運動
腹筋は内臓や体を支える大切な筋肉です。
腹筋運動は苦手！という人でも簡単に出来る腹筋
をご紹介します。

お尻まわりを伸ばして、
骨盤を安定させよう！

お尻の運動
お尻のストレッチは、体の土台である骨盤の柔軟性を
保つことに繋がります。

内ももを伸ばして
股関節を柔らかくしよう！

太ももの運動
内ももから股関節を伸ばして、体幹を柔軟にしよう！

今
が
始
め
ど
き
？

お
う
ち
で
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

左
の
ひ
じ
を
曲
げ
、

右
手
を
さ
ら
に
遠

く
に
伸
ば
す
。

背
筋
を
伸
ば
し
た

ま
ま
息
を
吐
き
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
体
を

前
に
倒
す
。

体
を
ゆ
っ
く
り

右
に
倒
す
。

両
手
で
タ
オ
ル
の

端
を
つ
か
み
、左
右

に
引
っ
張
り
な
が
ら

上
に
あ
げ
る
。

1

11

2

1

2

2

2

3
最後に体を起こして
両手を下ろします。こ
れを左右数セット繰り
返しましょう！

左足を両手で抱えて
息を吐きながら手前
に引き寄せるのも効
果的！反対も同様に数
セット繰り返しましょう！

反対も同様に
数セット繰り
返しましょう！

の場所が伸びていることを意識しよう！

息
を
吐
き
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
体
を
後

ろ
に
倒
す
。お
腹

を
出
来
る
だ
け
へ

こ
ま
せ
、数
回
深

呼
吸
を
す
る
。

背
筋
を
伸
ば
し

て
体
育
座
り
を

す
る
。タ
オ
ル
の

両
端
を
持
ち
、

ひ
ざ
の
後
ろ
に

か
け
る
。

両
手
を
腰
に

あ
て
、ひ
ざ
立

ち
の
姿
勢
を
と

る
。股
関
節
を

広
げ
て
内
も

も
を
伸
ば
す
。

骨
盤
を
支
点

と
し
て
、頭
・

肩
・
腰
の
順

番
に
ひ
ね
る
。

背
筋
を
伸
ば
し

て
椅
子
に
座
り
、

左
足
首
を
右
足

の
太
も
も
に
乗

せ
る
。

❶

❷

❸

　
現
在
、
国
・
県
・
市
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
、不
要
不
急
の
外
出
自
粛
が

呼
び
掛
け
ら
れ
、ご
自
宅
で
過
ご
す

時
間
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
も
健
康
的
な
生
活

を
行
う
た
め
、今
回
掲
載
し
た
運
動

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
健
康
維
持

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、今
回
紹
介
し
た
体
操
は
本

市
が
発
行
し
て
い
る「
お
手
軽
３
分

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
集
」か
ら
厳
選
し
た

も
の
で
す
。こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん

の
お
手
軽
体
操
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。冊
子
は
市
ス
ポ
ー
ツ
課
で
配
布
、

市
Ｈ
ｐ
で
も
ご
確
認
で
き
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
23‐

３
５
３
１

　
１
０
０
４
８
９
９

数セット繰り返しま
しょう！慣れてきたら、
体を後ろに倒すとき
に両足を浮かべてみ
ましょう！

皆さんやってみて

くださいね。
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県
立
豊
橋
特
別
支
援
学
校
高
等

部
の
分
教
室「
潮
風
教
室
」

が
、４
月
７
日（
火
）県
立
福
江
高
校
内
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

潮
風
教
室
は
知
的
障
害
が
あ
る
市
内
の

生
徒
が
対
象
の
学
校
で
、市
内
で
の
開
設
に

よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
片
道
１
時
間
以
上
掛
け

近
隣
市
な
ど
の
特
別
支
援
学
校
に
通
って
い

た
生
徒
や
そ
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

式
で
は
、白
濱

校
長
か
ら「
地
元

の
子
は
地
元
で

育
て
る
と
い
う
強

い
思
い
が
こ
の
分

教
室
設
置
に
繋

が
っ
た
」と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た

後
、山
下
市
長
か
ら「
小・中・高
等
部
を
通

じ
て
初
と
な
る
特
別
支
援
学
校
の
設
置
は
、

本
市
の
特
別
支
援
教
育
の
推
進
を
担
う
上

で
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
な
意
義
が
あ

る
。市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、開
設
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
知
事
な
ら
び
に
県
教
育
委

員
会
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
」と
祝
辞
を
行

い
ま
し
た
。

　
田
原
凧
を
舞
い
上
げ
る
潮
風
の
よ
う
、子

ど
も
を
大
き
く
成
長
さ
せ
社
会
へ
と
送
り

出
す
と
い
う
意
味
を
込
め
名
づ
け
ら
れ
た

潮
風
教
室
。本
市
の
特
別
支
援
教
育
の
推

進
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▼
豊
橋
特
別
支
援
学
校（
潮
風
教
室
）

☎（
０
５
３
１
）32‐０
１
３
４

市
内
初
の
特
別
支
援
学
校

潮
風
教
室
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

市
の
魅
力
を
動
画
で
発
信
！

Ｐ
Ｒ
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
結
果

令
和
元
年
５
月
か
ら
今
年

２
月
ま
で
募
集
し
て

い
た
田
原
市
Ｐ
Ｒ
動
画
コ
ン
テ
ス
ト

に
、全
国
か
ら
５
作
品
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　
外
部
有
識
者
に
よ
る
審
査
会
で
選

ば
れ
た
受
賞
作
品
は
、田
原
市
公
式

Y

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル「
ｋ
ｏ
ｈ
ｏ　

ｔ
ａ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
」で
配
信
す
る
と
と

も
に
、本
市
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
活
用
し
、市
の
魅
力
発
信
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

▼
企
画
課
☎
27‐７
９
７
８

１
０
０
４
８
８
２

◦入学生と参列した大村知事（前列中央）、山下市長（前列右）

◦祝辞を述べる山下市長

田原市PR動画コンテスト　受賞作品

◎最優秀賞
「田原市観光ビデオ

Ver1」
（制作者：BM.Sky-Japan）

◎優秀賞
「豊かで美しい自然

田原市」
（制作者：㈱三輪環境）

令和2年5月  広報たはら │    │6



※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

令
和
元
年
度
田
原
市
教
育
委
員
会
表

彰
と
し
て
、
本
市
の
教
育
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
11
名
・
２
団
体
の
方
々
に
功

労
賞
が
、
大
会
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た
26

名
・
５
団
体
の
方
に
殊
勲
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。（
氏
名
順
不
同
、
敬
称
略
）

▪
功
労
賞

◦
文
化
の
振
興
に
貢
献

岡
本
陸り
く
お男
／
川
口
源げ
ん
ぞ
う藏
／
天
野
郁い
く
お夫
／
二

村
健け
ん
じ次
／
童
浦
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
／
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｃ

◦
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

久
瀬
正ま
さ
ひ
ろ弘
／
青
木
実み
の
る／
杉
本
肇は
じ
め／
長
谷
壽
ひ
さ
し

／
鈴
木
吉よ
し
ひ
ろ洋
／
渡
邉
悦え
つ
お男
／
光
島
尚な
お
か
つ且

▪
殊
勲
賞

第
42
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会　

（
女
子
50
ｍ
自
由
形
10
歳
以
下
ク
ラ
ス
）７

位
／
太
田
ひ
い
ろ　
第
41
回
東
海
中
学
校

総
合
体
育
大
会（
女
子
走
幅
跳
）１
位
／

菅
沼
瑠る

り璃　

同
大
会（
１
年
女
子
１
０
０

ｍ
）１
位
／
佐
藤
俐り

あ有　
同
大
会（
低
学
年

女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
）１
位
／
田

原
中
学
校
陸
上
競
技
部【
西
尾
帆ほ

乃の

花か

、

岡
田
翠み
ど
り、渡
邉
栞か
ん
な夏
、伊
藤
千ち
な
つ夏
】　

同
大

会（
共
通
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
）

４
位
／
東
部
中
学
校
陸
上
競
技
部【
菅
沼

瑠る

り璃
、石
倉
実み

ゆ侑
、川
合
美み

ゆ結
、佐
藤
俐り

あ有
、

髙
津
采さ

り里
、仲
井
千ち
ひ
ろ尋
】　
第
18
回
愛
知
県

小
学
生
長
距
離
走
記
録
会（
小
学
４
年
生

女
子
１
０
０
０
ｍ
）１
位
／
前
川
紡つ
む
ぎ　

第

36
回
愛
知
県
小
学
生
リ
レ
ー
競
争
大
会

（
小
学
４
年
生
女
子
走
高
跳
）１
位
／
橋
本

菜な

な

み
成
美　
第
62
回
東
海
陸
上
競
技
選
手
権

大
会　
第
５
回
東
海
小
学
生
陸
上
競
技
大

会（
小
学
生
混
合
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
）

１
位
／
田
原
陸
上
ク
ラ
ブ【
巻
口
周し
ゅ
う
へ
い平、林

天て
ん
し
ん心
、鈴
江
温は
る
と人
、藤
城
咲さ
き
、渥
美
紅く
れ
は芭
、門

間
理り

り莉
、河
合
莉り

ほ穂
、山
田
星せ
い
か花
】　

第
46

回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

（
男
子
走
幅
跳
）４
位
／
田
中
瑛あ
き
ひ
と一　
第
66

回
東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
男
子

や
り
投
）３
位
／
河
邉
大そ

ら空　

男
子
第
70

回
・
女
子
第
31
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競

走
大
会（
男
子
）１
位
／
吉
居
駿し
ゅ
ん
す
け恭、白
井

勇ゆ
う
す
け佑
、吉
居
大や
ま
と和　

第
13
回
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全

国
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会（
小
学

１
年
女
子
の
部
）２
位
／
竹
中
希の

わ羽　

同

大
会（
小
学
３
年
男
子
27
㎏
未
満
の
部
）２

位
／
柳
田
凌り
ょ
お央　
令
和
元
年
度
東
海
中
学

校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会（
団
体
戦
）２
位
／

河
邉
美み
は
や颯　
ド
ー
ム
カ
ッ
プ
第
23
回
ミ
ズ

ノ
東
海
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会（
男
子
団
体
）１
位
／
東
部
中
学
校
男

子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部【
河
合
汰た
い
じ
ゅ珠
、彦
坂

健け
ん
た太
、鈴
木
唯ゆ
い
と斗
、大
和
朔さ
く
や也
、磯
部
銀ぎ
ん

、

坂
口
生い
く
ま磨

、香
山
侑う

づ
き月

、井
筒
源げ

ん
た太

】　

第

73
回
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
団
体
）１
位
／
木
戸

雪ゆ
き
の乃　

同
大
会（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
ダ

ブ
ル
ス
）１
位
／
河
邉
颯そ
う
ま真　

第
74
回
国

民
体
育
大
会
選
手
選
考
会
兼
令
和
元
年

度
愛
知
県
総
合
選
手
権
予
選（
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
団
体
戦
少
年
男
子
の
部
）１
位
／
根

木
凌り
ょ
う
た汰　

第
74
回
国
民
体
育
大
会（
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
成
年
女
子
）１
位
／
富
田

愛あ
い
り理　

V
ISSLA

 ISA
 W
orld Junior 

Surfing C
ham

pionship 

２
０
１
９

（
団
体
）３
位
／
都
築
虹な
な
ほ帆　

第
13
回
全

国
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
レ
デ
ィ
ス
交
歓

大
会（
Ａ
グ
ル
ー
プ
）５
位
／
内
山
弘ひ
ろ
こ子　

 

第
63
回
全
日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大

会　
３
位
／
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
陸

上
長
距
離
部【
早
川
翼つ
ば
さ、ニ
コ
ラ
ス
・
コ
シ

ン
ベ
イ
、大
石
港み
な
と与
、藤
本
拓た
く
、服
部
勇ゆ
う
ま馬
、

窪
田
忍し
の
ぶ、松
本
稜り
ょ
う】　
第
47
回
全
日
本
実
業

団
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会　
３
位
／
大
石

港み
な
と与　

同
大
会　

６
位
／
早
川
翼つ

ば
さ　

第

１
０
３
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

（
５
０
０
０
ｍ
）２
位
／
田
中
秀ひ
で
ゆ
き幸　
同
大

会（
３
０
０
０
ｍ
障
害
）７
位
／
近
藤
聖さ
と
し志

北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
９　
１
位
／
松

本
稜り
ょ
う　
マ
ラ
ソ
ン
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
兼
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
日
本
代
表
選
考
競
技
会
兼
第
１
０
３
回

日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会　
２
位
／
服

部
勇ゆ
う
ま馬　
▶
第
73
回
福
岡
国
際
マ
ラ
ソ
ン

選
手
権
大
会　
２
位
／
藤
本
拓た
く

▼
教
育
総
務
課
☎
23‐３
５
３
０

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
活
躍
・
貢
献

教
育
委
員
会
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
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【
人
口・世
帯
】…
令
和
２
年
３
月
末
現
在

１
７
７
９
名・５
６
２
世
帯

▪
概
要

　

堀
切
地
区
は
太
平
洋
に
接
し
た
本
市
の

南
西
に
位
置
し
、堀
切・小
塩
津
の
２
自
治

会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成
30
年
度
、

津
波
避
難
マ
ウ
ン
ド（
ほ
り
き
り
広
場
）が

完
成
し
ま
し
た
。

▪
取
り
組
み
テ
ー
マ

津
波
対
策
で
安
心・安
全
な
地
区
づ
く
り

▪
主
な
取
り
組
み
内
容

①
備
蓄
品
、消
火
栓
器
具
箱
の
点
検

②
地
震・津
波
避
難
訓
練

③
伊
良
湖
岬
小
学
校
防
災
学
習
参
加

④
起
震
車
体
験

⑤
避
難
所
開
設・運
営
訓
練

⑥
防
災
台
帳
の
更
新

▪
取
り
組
み
成
果

　

避
難
訓
練
後
、ほ
り
き
り
広
場
の
避
難

設
備
な
ど
の
説
明
、実
演
を
行
い
ま
し
た
。

避
難
所
開
設・運
営
訓
練
に
は
２
６
７
名
が

参
加
し
ま
し
た
。地
震
・
津
波
発
生
時
に
、

渥
美
運
動
公
園
へ
避
難
す
る
こ
と
を
想
定

し
、避
難
者
名
簿
の
作
成
を
し
た
後
、応
急

救
護
所
開
設
訓
練

で
ト
リ
ア
ー
ジ
の
対

応
方
法
を
展
示
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、炊
き
出
し

訓
練
で
は
地
区
の

女
性
部
の
他
、小
中

学
生
な
ど
も
参
加
し
、性
別
年
齢
関
係
な

く
地
区
全
体
で
協
力
し
て
行
う
な
ど
一
体

感
あ
る
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▪
今
後
の
目
標

　

毎
年
行
う
地
区
防
災
訓
練
２
回
の
う

ち
、１
回
は
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
を
か
ら

め
た
複
合
的
な
訓
練
を
実
施
し
、小
中
学

生
に
も
役
割
を
与
え
、訓
練
へ
の
参
加
を
呼

び
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
震・津
波
は
、い
つ・ど
ん
な
と
き
に
起

こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。今
後
も
訓
練
を
継

続
し
、住
民
の
意
識
向
上
を
図
り
安
心・安

全
な
地
区
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

堀
切
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

【
人
口・世
帯
】…
令
和
２
年
３
月
末
現
在

６
６
３
３
名・２
７
４
１
世
帯

▪
概
要

　
田
原
中
部
校
区
は
田
原
中
心
市
街
地
に

位
置
し
、城
下
町
の
風
情
を
今
な
お
色
濃
く

残
す
地
域
で
す
。3
町
内
会
と
1
自
治
会

で
構
成
さ
れ
、11
の
自
主
防
災
会
が
あ
り
ま

す
。

▪
取
り
組
み
テ
ー
マ

今
ま
で
の
防
災
活
動
を
見
直
し
、災
害
に

備
え
よ
う

▪
主
な
取
り
組
み
内
容　

①一時
避
難
場
所
の
見
直
し

②
防
災
台
帳
の
整
備・修
正

③
耐
震
診
断
ロ
ー
ラ
ー
再
作
戦

④
避
難
所
開
設・運
営
訓
練

⑤
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

▪
取
り
組
み
成
果

　

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
で
は
、カ
ー
ド
を

使
っ
て
避
難
所
運
営
の
疑
似
体
験
を
行
い

ま
し
た
。災
害
時
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
被
災

者
ニ
ー
ズ
が
発
生
す
る
た
め
迅
速
な
対
応

が
必
要
と
な
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

避
難
所
開

設・運
営
訓
練

に
は
、役
員
約

１
０
０
名
が

参
加
し
、避
難

場
所
の
区
割

り
、投
光
機
の

点
灯
、物
資
の

受
入・配
給
訓

練
な
ど
を
体
験
す
る
な
か
で
、避
難
所
運

営
の
大
変
さ
と
役
割
分
担
の
重
要
性
を
学

び
ま
し
た
。

▪
今
後
の
目
標

　

避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
や
運
営
ゲ
ー

ム
を
今
後
も
継
続
実
施
し
て
い
き
、失
敗

と
成
功
を
繰
り

返
し
つ
つ
人
材

育
成
を
行
い
、地

域
防
災
の
実
践

力
を
自
分
た
ち

の
手
で
高
め
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

地
域
は
自
ら
の
手
で
守
る
！

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
自
分
た
ち
の
ま
ち

田
原
中
部
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

市
内
に
は
、全
地
区
に
自
主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
、地
域
特
性
に
合
っ
た
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、令
和
元
年
度
に「
自
主
防
災
活
動
推
進
地
区
」と
し
て
、田
原
中
部
校
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
と

堀
切
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
が
取
り
組
ん
だ
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 ▼
防
災
対
策
課
☎
23-

３
５
４
８

◦避難所運営ゲームの様子

◦炊き出し訓練の様子
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本
市
で
は
、市
内
在
住
外
国
人
の
た

め
の
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行

し
て
い
ま
す
。い
ず
れ
の
言
語
も
日
本
語

と
併
記
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、日
本
人

の
方
で
も
外
国
人
の
お
知
り
合
い
と
一
緒

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
表
記
言
語

　

英
語
、中
国
語
、タ
ガ
ロ
グ
語
、ベ
ト
ナ

ム
語
、ク
メ
ー
ル
語
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア

語
、タ
イ
語
、韓
国
語
、ス
ペ
イ
ン
語
、ポ

ル
ト
ガ
ル
語
の
10
カ
国
語

※
ベ
ト
ナ
ム
語
、ク
メ
ー
ル
語
、イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
、タ
イ
語
は
抜
粋
版（
技
能
実
習

生
用
）の
み

▪
内
容

　
本
市
で
生
活
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
や
制

度
な
ど（
例：ご
み
の
分
別
、税
金
、年
金

な
ど
）

▪
配
架
場
所

　

市
民
課
、市
役
所

南
庁
舎
１
階
、赤

羽
根
市
民
セ
ン

タ
ー
、渥
美
支
所
、

図
書
館
お
よ
び
市
Ｈ
ｐ

　
他
に
も
多
言
語
で
防
災
マ
ッ
プ
や
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
、観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

な
ど
の
多
言
語
資
料
も
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、市
Ｈ
ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
広
報
秘
書
課
☎
22‐０
１
３
８

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

１
０
０
５
６
２
６

外
国
人
の
た
め
の
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が

完
成
し
ま
し
た

田原市議会第２回定例会を開催
　本会議・委員会は、誰でも傍聴できます。本会議の一般
質問は、ティーズおよびパソコン、スマートフォン、タブレット
などでもご覧いただけます。

◦議会開催予定表◦

◎時間はいずれも午前10時から
　ただし※印は午後１時３０分から

▼田原市議会事務局　☎２３-３５33
http://www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/

月日 会議名 場所

6月8日㊊ 本会議（提案説明、一部採決） 議場

6月10日㊌ 本会議（一般質問） 議場

6月11日㊍ 本会議（一般質問、質疑、委員会付託） 議場

6月15日㊊ 文教厚生委員会
※総務産業委員会 第2委員会室

6月16日㊋ 予算決算委員会 第2委員会室

6月22日㊊ 本会議（委員長報告、委員長報告に対する
質疑、討論、採決） 議場

まもなく見頃です！

初立池のしょうぶ園

昔の棚田を利用して栽培している花しょうぶをぜひご
覧ください。
見　頃：５月下旬～６月中旬
　        （開花状況は市ＨＰに掲載）
規　模： 面積　約3,000 ㎡
            株数　約１２,000 株
場　所：初立池南側散策路沿い３カ所
▶地域課（渥美支所）☎ 33‐1118

▲生活ガイドブック

▲ＱＲコード

広報たはら  令和2年5月│    │9



　市内交通事業者（5者）と大規模災害時における
支援に関する協定を結びました。この協定により、
大規模災害時の移動手段が可能な限り確保され、
被災者が避難所や医療機関などに移動できるよう
になります。また、発災から復興まで中長期的な対
応が求められる中、被災者の生活の質を確保する
ため重要な役割を担います。

大規模災害時の
移動手段を確保

3/27
［金］

67年分の
園児の笑顔を胸に

3/27
［金］

　北部保育園閉園式が開催されま
した。昭和28年に開園し、童浦校
区の中心的な保育の場として地域
とともに運営してきた北部保育園
は、4月1日から童浦こども園に引
き継がれます。童浦こども園は、市
内で統合・民営化された初のこど
も園となります。

▲協定を締結した交通事業者と山下市長【左から3番目】

▲北部保育園最後の園長となった松下先生（写真左）から保護者らへお礼の言葉が述べられました

　渥美半島たはらブランド第9回認定書交付式と
試食会を同時開催しました。本市の地域資源や地
域特性を生かした優れた商品を認定し、市内外へ
の情報発信を行うことで、地域経済の発展と市の
知名度向上を目指します。認定された商品は、ふる
さと納税返礼品で活用される他、ＨＰなどでも紹
介します。

渥美半島たはらブランド
全国へ発信

3/18
［水］

▲自慢の商品を手にする認定を受けた事業者と山下市長【写真前列中央】
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　田原福祉専門学校で令和２年度入学
式が行われました。来年度は（福）福寿園
に学校運営を移管するため公立校とし
て最後の入学式となりました。石川校長
の式辞や山下市長の祝辞の後、新入生
20名を代表して渡會チナリさんが誓い
の言葉を述べました。新入生は、介護福
祉士になるため講義や実習に励み、同時
に田原の歴史や文化に触れながら豊か
な人間性も養っていくことになります。

育て！
未来の介護福祉士

4/2
［木］

▲誓いの言葉を述べる渡會さん

～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　国は、4月17日に新型コロナウイルス
感染症の拡大を受け、緊急事態宣言の
対象地域を全都道府県に拡大し、愛知
県は「特定警戒都道府県」に位置づけら
れました。
　新型コロナの件に関して、世の中に
さまざまな情報があふれています。中に
は根拠のないものや、不確かなうわさな
どもあり、それらを信じてしまうことで、
我々の暮らしにも大きな影響を与えるこ
とがあります。

　市民の皆
さんには、
正確な情報
の把握に努めていただくとともに、あい
まいな情報などに接した場合でも、冷静
に対応していただくようお願いします。
　現在、いつ、誰が感染してもおかしく
ない状況です。制約の多い日々が続い
ていると思いますが、おのおのの感染予
防の取り組みをさらに徹底し、この難局
をともに乗り越えていきましょう。

非常時こそ冷静な対応を

　田原福祉専門学校と県立福江高等学校が福祉教
育に関する連携協定を結びました。両校が、福祉教
育や人材育成に関して、連携・協力し、入学生の確保
や人材育成を図り地域福祉の充実を目指します。連
携型選抜による進学の他、講師派遣、学生、生徒の相
互交流などを予定しています。

地域に根差した福祉人材を！
相互連携協定を締結

3/23
［月］

▲調印を行った寺田前福江高校校長（写真右）と山下市長（写真左）
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

　田原市地域雇用創造協議会
は、地域の雇用や産業の創出に
取り組んでおり、これまでに「農
業」や「漁業」を観光に結び付け
て、さまざまな観光プログラムの
開発やモニターツアーを行って
きました。今回は大学生や花の生
産者と連携し、「温室」にスポット
を当てたテーマパークを開催し
たのでご紹介します。

●温室テーマパーク「温Land in Tahara」
　2月5日（水）に堀切地区で、複数の温室をめぐりながらさま
ざまな体験観光プログラムを楽しむイベントを開催しました。
東京の成蹊大学の学生グループ「Floraft（フローラフト）」と
田原市の花き生産者グループの「花名人」、田原市地域雇用
創造協議会の３者が共同で実施したものです。
　田原市のように温室が密集している地域はとても珍しいた
め、温室をテーマパークに見立て、ミニブーケ作りや花メイク
体験、夜のいちご狩りなどを女子大学生モニター10名と一
般参加者39名の方に体験してもらいました。全体の満足度
は82％と高く、多くの方に楽しんでもらえたと考えています。

●Floraft（フローラフト）
　Floraft(フローラフト)は、花が大好きな東京の成蹊大学の女子学
生グループです。2019年4月から活動を始め、これまで田原市を4
度訪れ「花メイク」や「花すくい」など新しい花の使い方を提案してき
ました。
　また、東京では企業や高校生やインフルエンサー（世間に与える
影響力が大きい人物のこと）とコラボレーションし、田原市産花きの
PR活動も行いました。
　今回は、花きのPRイベントだけでなく、田原市に訪れてもらえるよ
うな仕掛けを作る必要があると考え、女子旅を企画しました。実際に

現地に訪れ、思い出を作ることが田原市の認知度の向上につながると考えました。田原市
には海も山も花も農産物も、多くの資源があります。今後も田原市の魅力を新しい形で
発信できるよう活動していきたいと考えておりますので応援してください。

　田原市地域雇用創造協議会は、3月31日で事業を終了しました。活動した3年間で、地
元の雇用を生み出すプログラムを実施し、地域の雇用を生み出すきっかけづくりをしてき
ました。これをきっかけに、地域に雇用機会が増えることを期待しています。

ここにしかない観光資源

▲ミニブーケ用の花を選ぶ参加者

▲夜の温室でイチゴ狩り

▲子どももブーケ作りに挑戦

たい  が 渡会 紫乃ちゃん（左）

　　 菜央ちゃん（右）

し    の

な　お

チョコちゃん（5歳）
トイプードル♀

（田原町 河合さん）

寺本 桜香ちゃん

1歳
豊島町

中川 凛奏ちゃん 
りん  か

わが家の
ペット

2歳
赤羽根

おう か

田原市地域
雇用創造協議会

☎３６-6525
（林）

［投稿者］

成蹊大学
Floraft

（フローラフト）
floraft.tahara
@gmail.com

　田原市体育協会は、昭和４８年４月に発足し
ました。現在、野球、バレー、サッカー、空手道な
ど２４団体が加盟し、会員3,000名を超える団
体になりました。
　当協会の役割は、少子高齢化や人口減少の
進行などで、社会の仕組みが大きく変化する
中、市民の健康の維持・増進、青少年の健全育
成、地域住民の交流など、スポーツを通したま
ちづくりを目指しています。
　今回から、不定期に本コーナーで各団体の
紹介を行います。市内にこんなに多くの団体
が活動していることを知らなかった方も、興味
のあるスポーツが見つかるかも知れません。
　一緒にスポーツを楽しみましょう。

始めよう！楽しもう！あんなスポーツ、こんなスポーツ

【事務局】スポーツ課　　 　電話23-3531
　　　　田原市体育協会　電話22-6063

▲空手教室の生徒と指導を行う田原市体育協会 岡田会長（写真左）
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

　田原市地域雇用創造協議会
は、地域の雇用や産業の創出に
取り組んでおり、これまでに「農
業」や「漁業」を観光に結び付け
て、さまざまな観光プログラムの
開発やモニターツアーを行って
きました。今回は大学生や花の生
産者と連携し、「温室」にスポット
を当てたテーマパークを開催し
たのでご紹介します。

●温室テーマパーク「温Land in Tahara」
　2月5日（水）に堀切地区で、複数の温室をめぐりながらさま
ざまな体験観光プログラムを楽しむイベントを開催しました。
東京の成蹊大学の学生グループ「Floraft（フローラフト）」と
田原市の花き生産者グループの「花名人」、田原市地域雇用
創造協議会の３者が共同で実施したものです。
　田原市のように温室が密集している地域はとても珍しいた
め、温室をテーマパークに見立て、ミニブーケ作りや花メイク
体験、夜のいちご狩りなどを女子大学生モニター10名と一
般参加者39名の方に体験してもらいました。全体の満足度
は82％と高く、多くの方に楽しんでもらえたと考えています。

●Floraft（フローラフト）
　Floraft(フローラフト)は、花が大好きな東京の成蹊大学の女子学
生グループです。2019年4月から活動を始め、これまで田原市を4
度訪れ「花メイク」や「花すくい」など新しい花の使い方を提案してき
ました。
　また、東京では企業や高校生やインフルエンサー（世間に与える
影響力が大きい人物のこと）とコラボレーションし、田原市産花きの
PR活動も行いました。
　今回は、花きのPRイベントだけでなく、田原市に訪れてもらえるよ
うな仕掛けを作る必要があると考え、女子旅を企画しました。実際に

現地に訪れ、思い出を作ることが田原市の認知度の向上につながると考えました。田原市
には海も山も花も農産物も、多くの資源があります。今後も田原市の魅力を新しい形で
発信できるよう活動していきたいと考えておりますので応援してください。

　田原市地域雇用創造協議会は、3月31日で事業を終了しました。活動した3年間で、地
元の雇用を生み出すプログラムを実施し、地域の雇用を生み出すきっかけづくりをしてき
ました。これをきっかけに、地域に雇用機会が増えることを期待しています。

ここにしかない観光資源

▲ミニブーケ用の花を選ぶ参加者

▲夜の温室でイチゴ狩り

▲子どももブーケ作りに挑戦

たい  が 渡会 紫乃ちゃん（左）

　　 菜央ちゃん（右）

し    の

な　お

チョコちゃん（5歳）
トイプードル♀

（田原町 河合さん）

寺本 桜香ちゃん

1歳
豊島町

中川 凛奏ちゃん 
りん  か

わが家の
ペット

2歳
赤羽根

おう か

田原市地域
雇用創造協議会

☎３６-6525
（林）

［投稿者］

成蹊大学
Floraft

（フローラフト）
floraft.tahara
@gmail.com

　田原市体育協会は、昭和４８年４月に発足し
ました。現在、野球、バレー、サッカー、空手道な
ど２４団体が加盟し、会員3,000名を超える団
体になりました。
　当協会の役割は、少子高齢化や人口減少の
進行などで、社会の仕組みが大きく変化する
中、市民の健康の維持・増進、青少年の健全育
成、地域住民の交流など、スポーツを通したま
ちづくりを目指しています。
　今回から、不定期に本コーナーで各団体の
紹介を行います。市内にこんなに多くの団体
が活動していることを知らなかった方も、興味
のあるスポーツが見つかるかも知れません。
　一緒にスポーツを楽しみましょう。

始めよう！楽しもう！あんなスポーツ、こんなスポーツ

【事務局】スポーツ課　　 　電話23-3531
　　　　田原市体育協会　電話22-6063

▲空手教室の生徒と指導を行う田原市体育協会 岡田会長（写真左）
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

市
民
活
動
だ
よ
り

市民の
チカラ

地
域
の
話
題

地域の
チカラ

毎
週
土
日
は
駅
前
で
ラ
ジ
オ
体
操
を　

　

令
和
元
年
12
月
15
日（
日
）、三
河
田
原

駅
前
ラ
ラ
グ
ラ
ン
芝
生
広
場
で
ラ
ジ
オ
体

操
会
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、地
域
の
皆
さ
ん
の

健
康
づ
く
り
や
、家
を
一
歩
出
る
き
っ
か

け
づ
く
り
を
通
し
て
、ま
ち
の
賑
わ
い
創

出
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
、有
志
の
皆
さ
ん

が
集
ま
っ
て
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

広
々
と
し
た
ラ
ラ
グ
ラ
ン
の
芝
生
広

場
に
、地
域
の
住
民
を
中
心
に
約
１
１
０

人
が
集
ま
り
、「
田

原
弁
版
ラ
ジ
オ
体

操
」に
合
わ
せ
て

リ
ズ
ム
よ
く
体
を

動
か
し
て
い
ま

す
。小
さ
な
お
子

さ
ん
か
ら
ご
高
齢

の
方
ま
で
、幅
広

い
年
齢
の
参
加
者
が
の
び
の
び
と
体
操
を

す
る
姿
は
壮
観
で
す
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
以
外
に
も
、ミ
ニ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
太
極
拳
、ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、週

替
わ
り
の
健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
に
、皆

さ
ん
笑
顔
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

朝
か
ら
体
を
動

か
す
の
は
、健
康

へ
の
第
一
歩
。さ

わ
や
か
な
朝
を
、

地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
ラ
ジ
オ
体
操

で
迎
え
る
の
は
、

と
て
も
気
持
ち
が
良
い
で
す
。皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】毎
週
土
日（
予
定
） 

午
前
８
時

20
分
～
９
時　

※
開
催
状
況
は
ラ
ラ
グ

ラ
ン
Ｈ
Ｐ（https://w

w
w

.lalagran.
com

/

）で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
イ
ベ
ン

ト
で
す

【
参
加
費
】無
料

【
申
込
】不
要

【
服
装
】自
由

【
主
催
】ラ
ラ
グ
ラ
ン
駅
前
ラ
ジ
オ
体
操
会

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
課
☎
23‐３
５
０
７

23‐０
６
６
９

kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

　
伊
良
湖
地
区
は
、渥
美
半
島
の
先
端
に

位
置
し
、三
方
を
海
に
囲
ま
れ
、歴
史
と
ロ

マ
ン
そ
し
て
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

た
地
域
で
す
。島
崎
藤
村
の
叙
情
詩「
椰
子

の
実
」の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
恋
路
ヶ
浜

や
、太
平
洋
の
荒
波
で
浸
食
さ
れ
中
央
に

穴
の
開
い
た
日
出
の
石
門
、鎌
倉
時
代
に

東
大
寺
大
仏
殿
再
建
の
瓦
を
焼
い
た
東
大

寺
瓦
窯
跡
な
ど
の
名
所
・
旧
跡
が
あ
り
ま

す
。伊
良
湖
地
区
で
は
、安
心
安
全
で
、住

み
や
す
い
夢
の
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を

目
指
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▪
伊
良
湖
市
民
館
ま
つ
り

　

市
民
館

ま
つ
り

は
、毎
年

お
盆
が
明

け
た
最
初

の
日
曜
日

に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
住

民
は
も
ち

ろ
ん
、お
盆
に
里
帰
り
し
た
人
た
ち
に
も

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と「
盆
踊
り
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
祭
り
で
は
、真
夏
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
楽
し
そ
う
に
過
ご

し
て
い
る
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

▪
地
域
づ
く
り
活
動

　
地
域
づ
く
り

活
動
は
、地
域

住
民
が
地
域
の

良
さ
を
知
り
、

地
域
を
愛
す
る

心
を
育
て
る
こ

と
で
、地
域
の

絆
を
強
く
す
る

こ
と
を
目
的
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
、野

球
大
会
、地
引
網
、健
康
体
操
、ピ
ラ
テ
ィ

ス
教
室
な
ど
多
種
多
様
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。昨
年
度
、初
め
て
開
催
さ
れ
た
ピ

ラ
テ
ィ
ス
教
室
で
は
毎
回
多
く
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。　

　
今
後
も
、楽
し
み
な
が
ら
、地
域
住
民
の

健
康
維
持
や
、お
互
い
の
絆
を
強
く
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
総
務
課
☎
23‐３
５
０
４

伊
良
湖

◦ピラティス教室の様子

◦愛知県健康づくりリーダー田原支
部の方による指導の様子

◦青空の下みんなでラジオ体操

◦盆踊りを楽しむ住民

ラ
ラ
グ
ラ
ン

駅
前
ラ
ジ
オ
体
操
会
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　若戸小学校では、毎年度末に「ゆりのき学習発表会」を開
催し、総合的な学習や生活科の時間で学んだことを保護者
や地域の方々に発表しています。
　オープニングは、全校児童で歌う「ゆりのきマーチ」から
スタートです。子どもたちの元気な歌声が体育館いっぱい
に広がりました。続いて低学年の子どもたちによる群読。
「教室はまちがうところだ」「アエイウエオアオ～若戸小
バージョン～」を動作を加えて楽しく発表しました。最後
に高学年がソーラン節を披露しました。ソーラン節の力強
い踊りに観客から大きな拍手が湧きました。
　発表会後半は、教室に戻り各学年の授業参観です。学校
の裏山の「小山」、若戸の海、米作り、若戸の歴史など、各学
年で学習したことを、クイズや体験、パワーポイントなど
工夫を凝らして発表しました。
　子どもたちからは「すごく緊張したけど、しっかり伝え
られてよかった」「大成功でうれしかった」など、やりきっ
た様子が伝わってきました。

　「話し合い　衣わタイムで　聞き名人」これは、昨年度3
年生の子が作った句です。
　平成28年度から毎週火曜日1回、朝の15分間を「衣わタ
イム」と名付け、聞き方・話し方・接し方のトレーニングを
始めました。「衣わタイム」の「わ」には、話（わ）：いっぱい話
そう　輪（わ）：みんなでつながろう　和（わ）：仲良くなろ
うという願いが込められています。
　活動では、「挨拶・聞き方・表情・肯定的な言葉」などの
ルールを守ります。内容は、月ごとにローテーションして
います。月末には、「いいとこみつけ」を行い、自分や友達の
いいところに目を向けます。子どもたちからは、「楽しそう
にうなずいて聞いてくれたので、ぼくも楽しく話そうと思
いました」「今まで、あまりしゃべらなかった人のことが分
かり、少し仲良くなれました」といった感想がありました。
　平成30年度から15分を10分に短縮して、週1回、短時間
の「衣わタイム」を続けることで、人間関係づくりや対話力
の向上につなげています。　

「1年間の学びを発信!!」
ゆりのき学習発表会 若戸小学校

「全校で取り組む」　　
衣
き ぬ

わタイム 衣笠小学校

◦稲を束ねる紐「すがい」も手作りしました

◦力強くソーラン節を披露しました

◦心から笑顔になります

◦誰とでも友達になれます

広報たはら  令和2年5月│    │15



※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください

委
員

田
原
市
監
査
委
員

　
八
木
学
さ
ん（
田
原
町
）の
任
期

が
満
了
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

委
員
と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年

３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

田
原
市
公
平
委
員
会
委
員

　
杉
浦
拡
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴

い
、新
委
員
に
河
邉
禎
人
さ
ん（
野

田
町
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３

月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
ま
た
、
４
月
１
日（
水
）に
開
催

さ
れ
た
田
原
市
公
平
委
員
会
第
１

回
定
例
会
に
お
い
て
、
委
員
長
に

山
本
晴
樹
さ
ん（
伊
良
湖
町
）が
、

委
員
長
職
務
代
理
者
に
加
子
幸
子

さ
ん（
加
治
町
）が
そ
れ
ぞ
れ
就
任

し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

　
新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に
寺
田

悦
子
さ
ん（
大
草
町
）と
杉
江
節
子

さ
ん（
和
地
町
）が
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
月

１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

募
集

統
計
調
査
員 

１
０
０
１
５
６
２

対
象：
統
計
調
査
に
興
味
の
あ
る

方　

調
査
期
間：
お
お
む
ね
２
カ

月
間（
う
ち
実
働
は
１
カ
月
程
度
）

調
査
エ
リ
ア：
市
内
の
指
定
す
る

範
囲　

業
務
内
容：
①
調
査
対
象

を
訪
問
、
調
査
票
回
答
の
依
頼
②

調
査
票
の
回
収　
※
事
前
説
明
会

あ
り　

報
酬：
３
～
５
万
円
程
度

（
統
計
調
査
に
よ
っ
て
異
な
る
）

申
込
期
間：随
時　
そ
の
他：登
録

者
へ
優
先
的
に
統
計
調
査
の
仕
事

を
紹
介

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

田
原
市
民
ま
つ
り
実
行
委

員
会
委
員   

１
０
０
５
５
９
２

対
象：
18
～
45
歳
の
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方　

勤
務
内
容：

年
６
回
程
度
の
会
議
出
席
／
田
原

市
民
ま
つ
り
の
企
画
・
運
営　
募

集
人
員：若
干
名　
採
用
期
間：６

月
中
旬
～
令
和
３
年
３
月
31
日　

賃
金：無
償　
選
考
方
法：書
類
選

考　
申
込
締
切：６
月
５
日（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

短
期
就
労
者
受
け
入
れ
を
希

望
す
る
農
業
経
営
者
な
ど

　
　
　
　
　

１
０
０
１
８
９
９

対
象：
市
内
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
農
業
経
営
者
な
ど　

内
容：
繁

忙
期
に
労
働
力
を
確
保
し
た
い
農

業
経
営
者
な
ど
の
た
め
、
求
職
者

に
対
し
て
短
期
労
働（
就
労
期
間

１
カ
月
以
内
）の
情
報
を
提
供

申
込：地
域
職
業
相
談
室（
田
原
福

祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）に
あ
る
申
込

書（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
提
出

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
地
域
職
業
相
談
室

☎
24‐０
０
５
０

23‐２
７
６
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

一
斉
調
査　
参
加
者

１
０
０
３
６
４
４

対
象：ど
な
た
で
も（
小
学
生
以
下

の
場
合
は
保
護
者
同
伴
）　

調
査

期
間：９
月
末
ま
で　
調
査
場
所：

市
内　
内
容：身
近
な
水
辺
（
川
、

た
め
池
な
ど
）で
水
の
き
れ
い
さ
、

水
の
量
、
生
態
系
、
水
辺
の
様
子

の
調
査
・
報
告
／
五
感
で
水
の
色

や
に
お
い
な
ど
を
評
価
す
る
簡
単

な
も
の　

申
込：
市
環
境
政
策
課

お
よ
び
市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
環
境

政
策
課
へ
直
接
提
出

主
催：
尾
張
・
西
三
河
・
東
三
河

地
域
水
循
環
再
生
地
域
協
議
会

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

お
し
ら
せ

八木 学
さとる

さん河邉 禎
さ だ と

人さん

令和2年5月  広報たはら │    │16

INFORMATION おしらせ



 

 

私たちは、看護の力で、みなさまの健やかな暮らしを支えます。 

お問い合わせ・在宅療養・退院準備に関するご相談は… 

 

 

TEL 0531-36-6512  田原市赤石一丁目 30番地 

●看護師さん募集中：訪問看護の経験不問。働き方 要相談。 

 

ご利用ください。訪問看護。 

 

イ
ベ
ン
ト

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

中
止・延
期
に
つ
い
て

１
０
０
６
８
５
３

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
連
す
る
、
本
市
主
催
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
中
止・延
期
な
ど
に
つ
い
て

は
市
Ｈ
Ｐ
に
一
覧
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課

☎
23‐３
５
１
５

23‐３
８
１
０

講
座
・
教
室

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

日（
予
約
制
）　 

１
０
０
６
１
４
６

対
象：
こ
こ
ろ
の
健
康
が
心
配
な

方
や
、
こ
こ
ろ
の
病
気
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
方
、
ま
た
は
そ
の
家
族

（
精
神
科
や
心
療
内
科
に
通
院
し

て
い
な
い
方
）　
日
時：５
月
21
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所：
豊
川
保
健
所
田
原
保
健
分

室
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　

内
容：
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

費
用：
無
料　

定
員：
３
名（
先
着

「
東
海
地
域
の
６
次
産
業
化

推
進
人
材
育
成
」受
講
生 

 

１
０
０
４
９
６
７

対
象：
業
者
や
農
業
分
野
へ
の
新

規
参
入
を
検
討
し
て
い
る
企
業
関

係
者　

期
間：
８
月
～
令
和
３
年

１
月（
約
６
カ
月
）　

場
所：
豊
橋

技
術
科
学
大
学　

内
容：
６
次
産

業
を
設
計
し
、
そ
の
実
施
に
向
け

た
意
思
決
定
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
人
材
の
育
成
。
修
了
後
は
、
国

家
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
検
定

「
食
の
6
次
産
業
化
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
」レ
ベ
ル
３
に
申
請
可
能　

定
員：15
名（
先
着
順
）　
受
講
料：

３
万
円　

申
込
期
限：
６
月
12
日

（
金
）ま
で
に
先
端
農
業
・
バ
イ
オ

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
に
て

▼
豊
橋
技
術
科
学
大
学　
先
端
農

業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）44‐１
０
１
６

（
０
５
３
２
）81‐５
１
０
８

 http://w
w
w
.recab.tut.

ac.jp/

順
）　
申
込：電
話
に
て

▼
豊
川
保
健
所　
健
康
支
援
課

☎（
０
５
３
３
）86‐３
６
２
６

田
原
市
防
災
カ
レ
ッ
ジ

１
０
０
５
５
８
１

対
象：
市
内
在
住
で
、
全
３
回
受

講
可
能
な
方　
日
時
・
場
所
・
内

容：表
の
通
り　
定
員：２
０
０
名

（
先
着
順
）　

受
講
料：
無
料　

申

込：５
月
22
日（
金
）ま
で
に
直
接・

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
）　
そ
の
他：所
定
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た
方
に
修

了
証
書
を
授
与

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

※掲載内容は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、変更する場合があります

日時・場所 内容
【第１回】

6／7日
13：30～16：00
赤羽根文化会館

文化ホール

「田原市の防災対策」
講師＝田原市防災局防災対策課長
「自分もこどもも楽しめる毎日の暮らしにいかすアウトドア防
災講座」
講師＝アウトドア防災ガイド・リスク対策.com
名誉顧問・FM西東京パーソナリティ　あんどうりす氏

【第2回】
11／28土

14：00～16：00
田原文化会館
多目的ホール

「私の３．１１と明日への備え」
講師＝宮城県仙台市泉区市名坂東町内会
会長　草　貴子氏

【第3回】
R3／2／28日

13：30～16：00
田原文化会館
文化ホール

「自主防災活動推進地区活動事例発表」
発表者＝市内自主防災活動推進地区（大草・中山）
田原からできる安全・安心なまちづくり～「企業・行政・地域の
強み」と「太陽の防災」～
講師＝関西大学　社会安全学部　准教授　奥村　与志弘氏

【特別回】
7／4土

10：00～12：00
市役所大会議室

「コミュニケーション支援ボードを使ってみよう」
「避難所運営ゲームHUG」講師＝防災対策課
●対象＝カレッジ申込者の中から参加を希望する3０名
●参加費＝無料

※開催日時、内容は変更する場合があります
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実
施
期
間：【
第
１
回
】６
月
１
日

（
月
）～
５
日（
金
）／
【
第
２
回
】

11
月
16
日（
月
）～
20
日（
金
）

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

県
立・市
立
特
別
支
援
学
校

説
明
会
お
よ
び
体
験
入
学  

申
込：直
接
、各
学
校
へ
電
話
に
て

（
体
験
入
学
以
外
の
日
で
も
応
相

談
）

▪
豊
橋
特
別
支
援
学
校

　
（
豊
橋
市
西
口
町
）

☎（
０
５
３
２
）61‐８
１
１
８

期
日
：【
小
・
中
学
部
】［
体
験
入

学
］
９
月
24
日（
木
）　

対
象：
手

足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

▪
豊
橋
市
立
く
す
の
き
特
別
支
援

　
学
校

　
（
豊
橋
市
野
依
町
）

☎（
０
５
３
２
）29‐７
６
６
０

期
日：【
小
学
部
】［
説
明
会
］
６

月
11
日（
木
）［
体
験
入
学
］
７
月

21
日（
火
）、
９
月
８
日（
火
）【
中

学
部
】［
説
明
会
］６
月
10
日（
水
）

［
体
験
入
学
］７
月
22
日（
水
）【
高

等
部
産
業
科
】［
説
明
会
］
５
月

27
日（
水
）［
体
験
入
学
］
10
月
７

日（
水
）　

対
象：
障
害
の
程
度
が

比
較
的
軽
度
の
お
子
さ
ん

教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の

方
は
教
員
免
許
の
更
新
が

必
要
で
す 

　
平
成
19
年
６
月
か
ら
、
教
員
免

許
更
新
制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
教
壇
に
立
つ
見
込
み
の
あ
る

方
は
、
生
年
月
日
や
免
許
状
に
応

じ
て
修
了
確
認
が
必
要
で
す
。

▼
愛
知
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課

☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
７
７
２

http://w
w
w
.pref.aichi.

jp/soshiki/kyosyokuin/
koushin.htm

l/

渥
美
半
島

ア
ク
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

①
６
月
１
日
月
～
５
日
金

②
11
月
16
日
月
～
20
日
金

　
生
活
習

慣
を
見
直

し
、
家
族

の
絆
を
深

め
る
一
週

間
で
す
。

テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
か
ら
離
れ
て
、
各
家
庭
で

親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
家
族
の
団

ら
ん
の
時
間
を
増
や
し
ま
し
ょ

う
。

生
活

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練

１
０
０
５
５
７
７

　

地
震
や
津
波
・
武
力
攻
撃
な
ど

の
発
生
に
備
え
、
次
の
通
り
訓
練

を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
※
）に
よ
り
、
消
防
庁
か
ら
全
国

に
発
信
さ
れ
ま
す
。

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津

波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報

を
、
国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通

じ
て
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム

▪
日
時

　
５
月
20
日（
水
）午
前
11
時
ご
ろ 

▪
放
送
内
容

　
上
り
チ
ャ
イ
ム　

　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」
繰
り
返
し
３
回

　
「
こ
ち
ら
は
、広
報
た
は
ら
で
す
」

　
下
り
チ
ャ
イ
ム
（
終
了
）

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校

　
（
豊
川
市
平
尾
町
）

☎（
０
５
３
３
）88‐２
５
５
３

期
日：【
高
等
部
】［
説
明
会
］
６

月
３
日（
水
）
対
象：知
的
な
発
達

の
遅
れ
の
あ
る
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
（
田
原
地
区
）

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校
本
宮
校
舎

　
（
豊
川
市
大
木
町
）

☎（
０
５
３
３
）93‐０
５
１
５

期
日：【
高
等
部
普
通
科
】［
説
明

会
］５
月
19
日（
火
）［
体
験
入
学
］

10
月
１
日（
木
）　
対
象
：
障
害
の

程
度
が
比
較
的
軽
度
の
お
子
さ

ん▪
豊
橋
聾
学
校

　
（
豊
橋
市
草
間
町
）

☎（
０
５
３
２
）45‐２
０
４
９

（
０
５
３
２
）47‐７
５
４
５

期
日：【
高
等
部
】［
説
明
会
］
６

月
18
日（
木
）　

対
象：
聞
こ
え
や

言
葉
に
障
害
の
あ
る
中
学
生
と
そ

の
保
護
者

▪
大
府
特
別
支
援
学
校

　
（
大
府
市
森
岡
町
）

☎（
０
５
６
２
）48‐５
３
１
１

期
日：【
小
・
中
・
高
学
部
】［
体

験
入
学
］
７
月
14
日（
火
）、
10
月

21
日（
水
）　

対
象：
病
気
で
療
養

し
て
い
る
お
子
さ
ん

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

早
朝
開
放
し
ま
す１

０
０
３
６
６
２

内
容：
施
設
の
有
効
活
用
の
一
環

と
し
て
、
一
部
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
早
朝
開
放
を
実
施　
開
放

施
設：【
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
】
中
央
公

園
・
滝
頭
公
園
・
渥
美
運
動
公
園

【
野
球
場
】
滝
頭
公
園
・
緑
が
浜

運
動
公
園
・
渥
美
運
動
公
園
【
多

目
的
広
場
】
中
央
公
園
・
滝
頭
公

園
・
緑
が
浜
運
動
公
園
・
赤
羽
根

文
化
広
場
・
渥
美
運
動
公
園　
開

放
期
間：
10
月
31
日（
土
）ま
で
／

原
則
、
火
～
日
曜
日　

使
用
料：

各
施
設
の
規
定
の
使
用
料　

申

込：
各
施
設
の
窓
口
で
直
接
（
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
は
不
可
）　

そ

の
他：
現
在
、
施
設
閉
館
中
の
た

め
、
開
館
次
第
受
け
付
け
を
開
始

▼
生
涯
学
習
課

☎
22‐６
０
６
１

22‐６
４
５
５
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田
原
市
地
域
職
業
相
談
室

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋・田
原
）

　
　
　
　
　

１
０
０
２
３
５
１

　

田
原
市
地
域
職
業
相
談
室
で

は
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
へ
の

職
業
相
談
・
紹
介
お
よ
び
求
人
を

募
集
さ
れ
る
事
業
者
の
求
人
受
付

を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

豊
橋
と
同
じ
パ
ソ
コ
ン
で
求
人
検

索
も
行
え
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

利
用
日
時：表
の
通
り　
場
所：田

原
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

▼
地
域
職
業
相
談
室

☎
24‐０
０
５
０

23‐２
７
６
６

「
人・農
地
プ
ラ
ン
」

更
新
手
続
き 

１
０
０
５
７
７
１

　
「
人・農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
今
後

10
年
間
の
地
域
農
業
の
目
指
す
べ

き
姿
を
考
え
、
地
域
の
合
意
な
ど

を
経
て
定
期
的
に
更
新
し
ま
す
。

対
象：
市
在
住
の
農
業
者　

内

容：
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
、
今
後

5
年
間
の
経
営
計
画
作
成
な
ど

持
ち
物：
印
鑑　

申
込：
6
月
30

日（
火
）ま
で
に
直
接
提
出

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金
制
度１

０
０
５
５
７
６

対
象：
化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農

薬
を
県
の
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
原
則

５
割
以
上
低
減
す
る
取
り
組
み
と

合
わ
せ
て
、
次
の
対
象
取
組
を
行

う
販
売
農
業
者
団
体
な
ど　
対
象

取
組：カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ（
緑
肥
な

ど
）の
作
付
け
、
堆
肥
の
施
用
、

有
機
農
業
な
ど　

対
象
要
件：
国

際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む　
申

込
締
切
：
６
月
30
日（
火
）　
そ
の

他：
新
規
申
請
の
方
は
事
前
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

▼
営
農
支
援
課

☎
22‐１
１
２
６

22‐１
１
２
７

経
営
所
得
安
定
対
策

加
入
申
請
受
付
会１

０
０
３
６
５
７

　
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
、
需
要

に
応
じ
た
生
産
の
促
進
と
所
得
向

上
な
ど
で
農
業
経
営
の
安
定
を
図

り
ま
す
。

対
象：
水
田
で
飼
料
用
米
、
飼
料

作
物
、
野
菜
な
ど
を
生
産
す
る
販

売
農
家
の
方　

日
時
／
場
所：
表

の
通
り　

持
ち
物：
印
鑑
、
交
付

金
振
込
先
の
通
帳

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど

の
発
生
防
止
に
ご
協
力
を

１
０
０
４
１
４
１

　
こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け
て
、
農

地
へ
堆
肥
散
布
の
時
期
を
迎
え
ま

す
。
昨
年
は
、
近
隣
の
住
宅
や
観

光
施
設
な
ど
か
ら
悪
臭
や
ハ
エ
な

ど
に
関
す
る
苦
情
が
14
件
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
堆
肥
を
使
用
す
る
際
に
は
次
の

点
に
注
意
し
、
生
活
環
境
の
保
全

と
水
質
汚
濁
の
防
止
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

▪
完
熟
堆
肥
の
使
用

十
分
発
酵
し
た
悪
臭
を
伴
わ
な

い
完
熟
堆
肥
を
使
用
す
る
。

▪
散
布
後
、
直
ち
に
鋤
き
込
む

　

散
布
後
、
雨
天
に
よ
り
鋤す

き

込
み
で
き
な
い
こ
と
の
な
い
よ

う
、
天
候
に
注
意
す
る
。

▪
生
活
環
境
に
配
慮
を

　
住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地

に
散
布
す
る
場
合
は
、
生
活
環

境
に
十
分
配
慮
し
、
悪
臭
は
も

ち
ろ
ん
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
、
粉

じ
ん
や
汚
水
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
す
る
。

▪
過
剰
な
堆
肥
散
布
を
し
な
い

　
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る

過
剰
な
堆
肥
散
布
は
や
め
る
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

松
く
い
虫
防
除
の
た
め
の

薬
剤
空
中
散
布

実
施
予
定
日
時：
５
月
26
日（
火
）

午
前
５
時
～
10
時
ご
ろ
※
雨
天
、

強
風
な
ど
の
場
合
は
延
期　

場

所：
中
山
町
他
（
伊
勢
湾
側
の
保

安
林
）　
面
積：１
６
０
ha　
実
施

主
体：愛
知
県

▼
東
三
河
農
林
水
産
事
務
所
林
務
課

☎（
０
５
３
２
）35‐６
１
７
６

※掲載内容は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、変更する場合があります

※新規に申請する人は、必ずご相談ください

内容 利用日時

職業相談・紹介
月～金曜日

（祝日・年末年始は除く）
午前９時30分～午後５時

求人受付
（事業者対象）

毎月第２水曜日
午前１０時 30 分～正午
午後１時～３時 30 分

日時 場所

5/21木
13:30～14:30

渥美文化会館
小会議室A（２階）

5/22金
13:30～14:30

赤羽根市民センター
第１委員会室（３階）

5/29金
13:30～14:30

市役所
大会議室（北庁舎１階）

広報たはら  令和2年5月│    │19
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場
用
地
、
ゴ
ル
フ
場
用
地
、
太
陽

光
発
電
施
設
用
地
な
ど
の
造
成
、

土
石
の
採
取
、鉱
物
の
採
掘
、水
面

の
埋
め
立
て
ま
た
は
干
拓
、し
ゅ
ん

せ
つ
、廃
棄
物
の
埋
め
立
て
、そ
の

他
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

地
区
計
画
区
域
内
で
の

行
為
な
ど
の
届
け
出

１
０
０
２
３
２
２

　
地
区
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
態

様
を
備
え
た
良
好
な
居
住
環
境
を

実
現
す
る
た
め
、
道
路
、
公
園
な

ど
の
配
置
や
建
築
物
の
用
途
や
形

態
な
ど
に
関
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る

地
区
計
画
を
、
以
下
の
地
域
で
指

定
し
て
い
ま
す
。

▪
指
定
地
域

◦
田
原
木
綿
畑

◦
田
原
片
西

◦
シ
ー
サ
イ
ド
田
原
光
崎

◦
臨
海
田
原
1
区

◦
田
原
浦
鬼
塚
内
陸
企
業
団
地

◦
田
原
浦
片

◦
大
久
保
団
地

◦
田
原
赤
羽
根

届
け
出：地
区
計
画
の
区
域
内
で
、

土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
、
建
築

契
約
を
行
う
前（
一
定
期
間
契
約

行
為
が
制
限
さ
れ
ま
す
）

▪
契
約
後
に
必
要
な
届
け
出

対
象：
市
街
化
区
域
に
属
す
る

２
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
ま
た

は
市
街
化
調
整
区
域
に
属
す
る

５
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
取
引
に

際
し
、
土
地
を
譲
り
受
け
た
人　

届
出
時
期：
土
地
売
買
契
約
日
を

含
め
２
週
間
以
内

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

大
規
模
な
開
発
行
為
は

事
前
協
議
が
必
要
で
す

１
０
０
１
５
０
４

　
本
市
で
は
、
土
地
の
秩
序
あ
る

利
用
と
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
田
原
市
土
地
開
発
行

為
に
関
す
る
指
導
要
綱
」を
定
め

て
い
ま
す
。
市
内
で
開
発
行
為
を

行
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
市

と
の
協
議
が
必
要
で
す
。

対
象：
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

開
発
区
域
面
積
が
３
０
０
０
㎡
以

上
１
万
㎡
未
満
の
開
発
行
為（
１
万

㎡
以
上
の
場
合
は
、「
愛
知
県
土
地

開
発
行
為
に
関
す
る
指
導
要
綱
」

の
対
象
）

※
【
開
発
行
為
】
住
宅
用
地
、
工

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

１
０
０
３
６
８
２

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。
隣
近
所
の
も
め
事
、
差

別
や
名
誉
棄
損
、体
罰
や
い
じ
め
、

職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ⅴ
な
ど

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時：
６
月
１
日（
月
）午
後
1
時

～
４
時　

場
所：
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

大
規
模
な
土
地
取
引
は

届
け
出
が
必
要
で
す

１
０
０
１
５
０
４

　
一
定
面
積
以
上
の
ま
と
ま
っ
た

土
地
取
引
を
行
う
場
合
に
は
、
国

土
利
用
計
画
法
や
公
有
地
の
拡
大

の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
面
積
な
ど
に
応
じ
て
届
け
出

が
必
要
で
す
。

▪
契
約
前
に
必
要
な
届
け
出

対
象：
市
街
化
区
域
に
属
す
る

５
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
取
引
に

際
し
、
土
地
を
譲
り
渡
そ
う
と
す

る
人　

届
け
出
時
期：
土
地
売
買

物
の
建
築
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

着
手
日
の
30
日
前
ま
で
に
届
け
出

が
必
要
で
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

主
要
地
方
道
豊
橋
渥
美
線

バ
イ
パ
ス
の
一
部
開
通

１
０
０
６
９
２
５

　
３
月
26
日（
木
）に
浦
町
で
主
要

地
方
道
豊
橋
渥
美
線
バ
イ
パ
ス

１
３
１
０
ｍ
の
う
ち
４
６
０
ｍ
が

開
通
し
ま
し
た
。

▼
建
設
課

☎
23‐７
４
０
５

22‐３
８
１
１

寄
付

　

次
の
方
か
ら
ご

寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
厚
意

に
感
謝
し
ま
す
。

▼
２
月
19
日
、
㈲
鈴
幸
建
設
様
か

ら
教
育
環
境
の
充
実
の
た
め
、
朝

日
写
真
ニ
ュ
ー
ス
一
式

■運転免許証更新手続の重要なお知らせ！！
◎６月から警察署の免許更新受付は午後
のみに変更となります。午前中は免許
更新の受け付けをしていませんのでご
注意ください。

　また、これに合わせ、田原警察署では高
齢運転者免許更新時の認知機能検査を
実施することになりました。
◦免許更新受付時間
　正午～午後４時
※午前中の免許更新
を希望される方につ
いては平針運転免許
試験場または東三河
運転免許センターを
ご利用ください。ご
迷惑をお掛けします
が、ご理解とご協力
をお願いします

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　2020年の累計

3月

●人身18件（37件）
●負傷29人（55人）
●死亡0人（0人）
●物損95件（293件）

●侵入盗0件（3件）
●乗物盗1件（6件）
●非侵入盗2件（15件）

●火災5件（7件）
●救急185件（574件）

令和2年5月  広報たはら │    │20
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製
造
業
事
業
主
の
皆
様
へ

「
工
業
統
計
調
査
」に
ご
協

力
く
だ
さ
い
！

１
０
０
４
９
１
６

　

経
済
産
業
省
で
は
、
6
月
1
日

現
在
で「
２
０
２
０
年
工
業
統
計
調

査
」を
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

　
事
業
所
へ
は
、
知
事
が
任
命
し

た
統
計
調
査
員
が
5
月
中
旬
か
ら

お
伺
い
し
ま
す
。

　
ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

給
水・排
水
設
備
指
定
工
事

店
の
新
規
追
加

　

  　

 

１
０
０
０
９
８
３

 

１
０
０
１
０
１
１

　
給
水
工
事
は
、
田
原
市
指
定
給

水
装
置
工
事
店
へ
、
下
水
道
な
ど

に
接
続
す
る
場
合
は
田
原
市
排
水

設
備
指
定
工
事
店
へ
必
ず
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▪
新
規
追
加
指
定
工
事
店

　

小
野
田
設
備（
豊
橋
市
二
川
町

　
字
東
向
山
）

☎（
０
５
３
２
）74‐５
９
９
２

　
伊
奈
設
備（
大
久
保
町
地
蔵
）

☎
22‐３
２
５
３

▼
水
道
課

☎
23‐３
５
３
２

22‐３
１
８
４

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

下
水
道
を

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う 

１
０
０
１
０
０
４

▪
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な

ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い

に
し
て
川
や
海
に
戻
し
、
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
る
と
共
に
、
海

や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め
の
大

切
な
施
設
で
す
。

　
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で
ま
だ

接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接
続

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▪
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　
下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す

る
と
、
つ
ま
り
や
故
障
の
原
因
に

な
り
、
適
切
な
汚
水
処
理
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　
ト
イ
レ
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

※掲載内容は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、変更する場合があります

　便利な土曜日の時間外窓口をご利用ください。また、電話予約による証明書の時間外交付も行っています。

開設日時 毎週土曜日（年末年始を除く）
午前８時30分～午後０時30分

取扱業務

◦各種証明書の交付
　住民票の写し、印鑑登録証明書、
　戸（除）籍謄抄本
◦マイナンバーカードの交付
◦電子証明書の更新
◦印鑑登録
◦戸籍届書受付
※この他の証明書は交付できません。

開庁時間外にも各種証明書が受け取れます
▪時間外窓口　市民課（南庁舎１階） ◦お問い合わせ◦

▪電話予約による証明書の時間外交付について
　事前（できるだけ前日または当日）に下記時間帯に電話で予約することに
より、平日の時間外や土・日曜日、祝日に、各種証明書を受け取ることができ
ます。ぜひご利用ください。
交付できる証明書など

▲ 市民課＝住民票の写し（マイナンバーカード・住民票コードの記載のあ
るものを除く）、印鑑登録証明書（予約時に登録証の番号をお聞きします）

▲ 税務課＝納税証明書（軽自動車税を除く）、所得証明書、課税証明書、評価
証明書、所有証明書

▲ 渥美支所市民生活課＝住民票の写し、印鑑登録証明書（予約時に登録証
の番号をお聞きします）、納税証明書（軽自動車税を除く）、所得証明書、課税
証明書、評価証明書、所有証明書

電話予約・受け取りができる方

▲ 住民票の写し＝本人または同一世帯の方

▲ 印鑑登録証明書＝本人またはその代理人

▲ 税務関係証明書＝本人または同一世帯の親族の方

電話による予約の受付時間
月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
※祝日・年末年始を除く
交付場所
市役所宿直室（北庁舎１階）
渥美文化会館（農村環境改善センター事務室）
交付時間
年末年始を除く、以下の時間で交付します。
◦月～金曜日　午後５時30分～７時
◦土・日曜日、祝日　午前８時30分～午後５時
※渥美文化会館（農村環境改善センター事務室）
は土・日曜日、祝日のみ

交付のときに必要なもの
◦受取人本人であることが確認できるもの
（運転免許証、マイナンバーカード、パスポート、
住基カード［写真付き］など）

◦印鑑登録証明書の場合は、印鑑登録証
◦手数料

1000770

時間外窓口について

▼ 市民課 ☎23-3511
電話予約による証明書の時間外交付について

▼ 市民課 ☎23-3511

▼ 税務課 ☎23-3509

▼ 渥美支所市民生活課 ☎33-1112

注目！

広報たはら  令和2年5月│    │21

おしらせ INFORMATION ※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ／市役所への郵送は【〒441-3492　住所不要】



金 土 日

5/1 2 3
母乳相談
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方（要予約）

8 9 10

15 16 17
母乳相談
９：30～10：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方

22 23 24 
赤ちゃんサロン
9：30～11：30 0歳児と保護者
※福江・泉中学校区 ［あつみライフランド］

おはなし会
10：30～ 

29 30 31

5 6 7
おはなし会
15：00～ 
おはなし会 

10：30～ 11：00～

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

◆開館時間：13：00～17：00
土・日は9：30～12：00も
開館

◆休館日：月曜日
◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

さくらルーム
（親子交流館すくっと内）
☎23-1510

◆開放日：水曜を除く毎日
（水曜が祝日の場合は翌
平日・年末年始を除く）

◆時間：【平日】9：00～12：
00、13：00～16：30

　【土・日・祝日】9：00～16：
30

※毎日10：30～手遊び、絵本
の読み聞かせなど実施

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※毎月 第3木曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：

00～15：30
※毎日11：15～手遊び、絵本

の読み聞かせなど実施

共通事項
◆対象：おおむね3歳までの乳

幼児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽根

福祉センター（毎週火曜日
9：30～11：00）・泉市民館

（毎週金曜日9：30～11：
00）

親子クッキング教室 参加者募集！
【対象】 市内在住の幼児（年中）～小学生（保護者同伴）
【日時】 ５月24日（日）10:30～12:30
【内容】 ベジエール渥美の皆さんを講師に招き、本市で採れる野
菜をふんだんに使った、家庭でも親子で作れる料理を学びます

【定員/参加料】 20名（先着順）/1名500円（要予約）
【申込】 5月17日（日）までに、電話・FAXにて（FAXの場合は、住
所・氏名・年齢・電話番号を明記）

子育て中のママやパパの情
報交換の場「子育てサーク
ル」の活動カレンダーを配
信しています。育児仲間探
しに、ぜひご活
用ください。

1006821▶親子交流館すくっと　☎23‐1510

すくっとへ行こっと！  親子交流館だより

1006439

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児
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月 火 水 木

27 28 29 30
妊婦さんのためのおっぱいクラス
９：３０～11：30 市内在住の妊
娠5カ月以降の妊婦さん（要予
約）

4 5 6 7

11 12 13 14
赤ちゃんサロン
9：50～11：30 0歳児と保護者 
※南部・中部・高松・赤羽根・若戸校区

おはなし会
10：30～、１１：００～ 

18 19 20 21 
赤ちゃんサロン
9：50～11：30 0歳児と保護者 
※童浦・衣笠校区

こんな時どうする?「救急法」
10：00～11：00 

おはなし会
10：30～、１１：００～ 

25 26 27 28
赤ちゃんサロン
9：50～11：30 0歳児と保護者 
※六連・神戸・大草・東部・野田校
区

おはなし会
10：30～ 

幼児安全法講座
10：00～11：00 

6/1 2 3 4
おはなし会
10：30～ 

※掲載内容は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、変更する場合があります

対　象＝市内の小学校に通う１～６年生の児童（児童クラブは保護者が就労などの理由で
昼間家庭にいない児童）

申　込＝5月29日（金）までに、生涯学習課およびクラブ・教室で配布する申込書類に必要
事項を記入の上、生涯学習課または渥美支所市民生活課へ直接提出

その他＝①定員を超えた場合は、学年の低い順または保護の困難性の高い順に参加を認め
ます。場合によっては、待機となることがあります。②詳しくは、５月上旬に小学
校を通して配布する応募要項をご覧ください。

▶生涯学習課　☎23‐3635 22-3811

夏休み児童クラブ、放課後子ども教室 1004077 1004078

場  

所
渥美図書館
赤羽根図書館
中央図書館

さくらルーム
なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
田原市博物館
すくっと

2020 May
イベントカレンダー5月
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

業
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
は
、愛
知
県
健

康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
連
絡
協
議
会
に
所
属

し
て
お
り
、田
原
支
部
に
は
20
名
の
方
が

在
籍
し
て
い
ま
す（
３
月
時
点
）。

　

昨
年
度
、本
市
で
は
３
名
の
方
が
新
規

会
員
と
し
て
、健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の

仲
間
に
な
り
ま
し
た
。

▪
本
市
で
の
活
躍

　
お
お
む
ね

65
歳
以
上

の
方
を
対
象

に
月
２
～
４

回
、各
市
民

館
や
集
会
場
、田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
、赤
羽

根
福
祉
セ
ン
タ
ー
、あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン

ド
な
ど
で「
す
こ
や
か
元
気
体
操
」「
は
つ

ら
つ
シ
ニ
ア
体
操
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

各
教
室
で
は
、介
護
予
防
の
た
め
の
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、認
知
症
予
防
の
体
操

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
や
市
政

ほ
ー
も
ん
講
座
、シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
、自
主

グ
ル
ー
プ
で
も
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
体

操
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら
し
、参

加
者
の
方
が
楽
し
く
運
動
で
き
る
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
ま
つ
り
で
は
ス
テ
ー
ジ
に

立
ち
、来
場
者
と
一
緒
に
田
原
弁
版
ラ
ジ

オ
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。令
和
元
年
12

月
か
ら
は

土
・
日
曜

日
の
午
前

８
時
20
分

か
ら
ラ
ラ

グ
ラ
ン
で

駅
前
ラ
ジ

オ
体
操
会

の
講
師
を

す
る
な
ど
、活
躍
の
場
を
広
げ
、身
近
な
場

所
で
市
民
の
方
が
運
動
す
る
機
会
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

▪
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
を
募
集
し
ま
す

　
本
市
で
は
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
地
域
で
活
動
を
す
る
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
研
修
会
は
、あ
い
ち
健

康
プ
ラ
ザ
で
９
月
25
日（
金
）～
11
月
27
日

（
金
）に
計
８
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

受
講
す
る
際
は
、事
前
に
申
し
込
み
が

手
軽
な
運
動
を

み
ん
な
で
始
め
ま
し
ょ
う

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善
を
す
る
に

は
、適
度
な
運
動
と
食
生
活
の
改
善
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、自
分
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、

１
人
で
は
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、足

踏
み
し
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。そ
ん
な
時
は
、一
緒
に
取
り
組

め
る
仲
間
が
い
る
と
心
強
い
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、今
回
は
本
市
で
健
康
づ
く
り

を
応
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る「
健
康

づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
」の
皆
さ
ん
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

▪
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
と
は

　

県
が
主
催
す
る
研
修
会
へ
参
加
し
、健

康
づ
く
り
に
関
す
る

運
動
や
食
事
に
関
す

る
知
識
を
学
ん
だ

後
、地
域
の
健
康
づ

く
り
や
介
護
予
防
事

必
要
で
す
。６
月
６
日（
土
）～
28
日（
日
）

の
間
に
あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
へ
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ・Ｈ
Ｐ
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
日
程
・
内
容
な
ど

は
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。詳

し
く
は
あ
い
ち
健

康
プ
ラ
ザ
の
Ｈ
Ｐ
、ま
た
は
電
話
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い

　

研
修
会
で
は
運
動
だ
け
で
な
く
、栄
養

や
口
腔
の
健
康
に
つ
い
て
も
学
べ
、ご
自

身
や
家
族
の
健
康
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

も
な
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ

☎（
０
５
６
２
）82‐０
２
１
７

（
０
５
６
２
）82‐０
２
２
８

（
〒
４
７
０‐２
１
０
１　
知
多
郡
東
浦
町

大
字
森
岡
字
源
吾
山
１
番
地
の
１
）

▲あいち健康プラザ
ＨＰ ＱＲコード

▲市民まつりでの様子
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

月　日 当直医 電話番号

5月10日（日）
おかだクリニック ☎37‐0001
かわさき整形外科クリニック ☎22‐7700
小原歯科 ☎25‐1139

5月17日（日） 菜の花内科クリニック ☎22‐7777
かわい歯科 ☎24‐0080

5月24日（日）
河合医院 ☎22‐6133
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
金田歯科医院 ☎24‐1800

5月31日（日）
昭和医院 ☎32‐3749
まち眼科 ☎22‐2710
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22‐6477

月　日 当直医 電話番号

5月3日（日・祝）
藤岡医院 ☎32‐1515
きまた眼科 ☎23‐1092
としま歯科 ☎27‐7707

5月4日（月・祝） 富永医院 ☎23‐1316
さんくろう歯科クリニック ☎33‐1184

5月5日（火・祝）
あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
木村歯科医院 ☎22‐0404

5月6日（水・振） ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
ふくしま歯科医院 ☎37‐1182

▪
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
研

修
会
受
講
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

１
０
５
２
２
３

【
対
象
者
】市
内
在
住
で
市
税
に
滞
納
が
な

い
18
歳
以
上
の
方
で
、令
和
２
年
度
健
康

づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
研
修
会
を

受
講
し
た
方（
見
込
み
の
方
も
含
む
）　

【
助
成
対
象
】①
研
修
会
の
受
講
に
か
か
る

旅
費　
②
健
康
度
評
価
費
用　
③
そ
の
他

（
限
度
額
は
１
万
６
０
０
０
円
）　
【
申
請

期
間
】研
修
会
最
終
開
催
日
か
ら
起
算
し

て
30
日
以
内
、ま
た
は
令
和
３
年
３
月
31

日
ま
で
の
ど
ち
ら
か
早
い
日
ま
で　
【
申

請
先
】申
請
書
類
を
健
康
課（
市
役
所
、あ

つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
）に
提
出

※
申
請
書
類
は
市
Ｈ
Ｐ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

皆
さ
ん
も
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
て
、一
緒
に
地
域
の
健
康
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

【
お
知
ら
せ
】

▪
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
を
６
月
か
ら

開
始
し
ま
す
！　
　
　

１
０
４
１
０
４

　

６
月
１
日
か
ら
「
た
は
ら
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
」
を
開
始
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
の
全
戸
配
布
で
は

な
く
、市
役
所
や
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
、

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥
美
支
所
、
各

市
民
館
な
ど
で
随
時
、
配
布
し
ま
す
。

　
ま
た
、
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
配
布
し
ま
す
。

　

他
に
も
今
年
度
か
ら
新
た
に
ま
い
か

カ
ー
ド（
あ
い
ち
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
）の
ア

プ
リ
で
配
信
を
開
始
し
ま
す
。
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
、
設
定
し
た
目
標

を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
そ
の
日
の
歩
数
で

バ
ー
チ
ャ
ル
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
り
し
ま
す
。
ア
プ
リ
の
開
始
時
期

は
市
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
紙
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
と
ア
プ
リ
の

2
種
類
が
あ
り
、
ど

ち
ら
か
お
好
き
な
方

で
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▪
妊
婦
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
妊
娠
中
は
、
唾
液
の
質
の
変
化
で
自
浄

作
用
が
低
下
し
た
り
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の

影
響
で
歯
周
病
菌
が
増
え
や
す
く
な
っ
た

り
し
て
、
む
し
歯
や
歯
肉
炎
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、つ
わ
り
の
影
響
で
、お
口
の
ケ
ア

が
十
分
に
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

妊
娠
中
に
歯
周
病
が
進
行
し
て
し
ま
う

と
、
早
産
や
低
出
生
体
重
児
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
り
、
母
体
だ
け
で
な
く
胎
児
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
妊
娠
中
か
ら
、お

口
を
清
潔
に
保
ち
、健
診
や
必
要
な
治
療

を
受
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
母
子

手
帳
交
付
時
に
妊
婦
歯
科
健
診
受
診
票
を

交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▪
歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
延

期
に
な
り
ま
し
た

　
６
月
７
日（
日
）に
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
し
た「
歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、開
催
を
延
期
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

開
催
日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、広
報
た

は
ら
、市
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。

▼
健
康
課

☎
23‐３
５
１
５

23‐３
８
１
０

◆
お
詫
び
と
訂
正

　

健
幸
カ
レ
ン
ダ
ー
２
月
と
３
月
の
防
災
講

演
会
の
日
程
が
重
複
し
て
い
ま
し
た
の
で
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、次
の
と
お
り

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
誤
】2
月
28
日（
日
）防
災
講
演
会

　
　
3
月
28
日（
日
）防
災
講
演
会

【
正
】2
月
28
日（
日
）防
災
講
演
会

　
※
3
月
の
防
災
講
演
会
は
あ
り
ま
せ
ん

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、市役所へご確認の上、受診してください　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間 医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
診療時間以外は 渥美病院●☎22‐2131 にお問い合わせの上、
受診してください
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カーネーション
（花／出荷時期：１0月～6月）

母の日に贈る花として親し
まれています。県内２位の出
荷量で、年間約４６０万本出
荷されています。

花ことば

母への愛、生きた愛情

ブーゲンビレア
（鉢花／出荷時期：５月～７月）

花に見えるのは葉の一部で
す。県内１位の出荷量で、年
間約８万鉢出荷されていま
す。

花ことば

情熱

農政課  ☎23-3517

花 鉢

50

今月の 5月の

【
注
意
事
項
】

・
工
事
着
工
後
の
補
助
金
申
請
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
、必
ず
着
工
前
に
現
場
確
認
が
で

き
る
よ
う
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
の
補
助
で
す
。

【
申
込
】

　
令
和
３
年
１
月
29
日（
金
）ま
で
に「
申
請
書
」

「
工
事
見
積
書
の
写
し
」「
改
善
前・改
善
後
の
見

取
図（
平
面
図
）」「
改
善
部
位
の
仕
様
が
わ
か
る

も
の（
カ
タ
ロ
グ
の
写
し
な
ど
）「
改
善
前
の
写

真
」を
提
出
。

（
毎
月
第
２・第
４
水
曜
日
で
申
請
を
と
り
ま
と

め
、現
場
確
認
を
実
施
。）

▪
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防　

～
自
宅
で
も
で
き
る
運
動
で
体
を
守
ろ
う
～

　
高
齢
者
が
感
染
す
る
と
重
症
化
し
や
す
い
と

も
言
わ
れ
て
お
り
注
意
が
必
要
で
す
。手
洗
い
を

中
心
と
す
る
感
染
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

一
方
で
、ず
っ
と
家
に
閉
じ
こ
も
り
、一
日
中
テ

レ
ビ
を
観
て
過
ご
す
生
活
が
続
く
と「
動
か
な
い

こ
と（
生
活
不
活
発
）」で
、筋
力
の
低
下
、う
つ
状

態
、転
倒
な
ど
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。４

ペ
ー
ジ
の
運
動
を
参
考
に
、自
宅
で
で
き
る
運

動
や
、身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
行
う
な
ど
、

な
る
べ
く「
動
く
」こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

住
み
慣
れ
た
家
に
い
つ
ま
で
も

　

本
市
で
は
、高
齢
者
を
対
象
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は「
人
に
や
さ
し
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
対
象
】

　

市
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
方
が
い
る
世
帯

（
要
支
援・要
介
護
認
定
者
は
除
く
。）

【
内
容
】

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
経
費
の
２
分
の

１
以
内（
上
限
15
万
円
）

・
居
室
、浴
室
、ト
イ
レ
な
ど
の
段
差
解
消
や
手

す
り
の
取
り
付
け
な
ど
高
齢
者
が
暮
ら
し
や

す
い
環
境
に
改
善
す
る
場
合

・
防
災
ベ
ッ
ド
、防
災
フ
レ
ー
ム
、耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
な
ど
を
設
置
す
る
場
合

【
補
助
の
流
れ
】

①
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
、市
に
申
請

②
申
請
後
、市
で
申
請
内
容
を
審
査

③
市
職
員
、施
工
業
者
お
よ
び
申
請
者
の
三
者 

　
で
現
場
を
確
認

④
対
象
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、補
助
を
決
定

⑤
工
事
施
工

⑥
工
事
完
了
後
、必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
、市

　
へ
工
事
の
完
了
報
告

⑦
市
職
員
が
完
了
検
査
を
行
っ
て
合
格
し
た
場

　
合
、補
助
金
を
交
付

●
座
っ
て
い
る
時
間
を
減
ら
そ
う
！

　

テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
間
は
足
踏

み
を
し
て
み
る

●
ラ
ジ
オ
体
操
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
で
筋
力
を

維
持
！

ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動

①
足
を
腰
幅
よ
り
や
や
広
く
開
き
、足
の
裏

は
し
っ
か
り
と
地
面
に
つ
け
て
立
つ

②
お
尻
を
後
ろ
に
突
き
出
す
よ
う
に
ゆ
っ

く
り
と
膝
を
曲
げ
て
い
く

※
膝
が
つ
ま
先
よ
り
前
に
出
な
い
よ
う
に

注
意
し
、膝
を
曲
げ
る
角
度
は
45
～
90
度

を
目
安
と
す
る

③
ゆ
っ
く
り
と
元
の
姿
勢
に
戻
る（
10
回
程

度
繰
り
返
す
）

●
人
混
み
は
避
け
、天
気
の
良
い
日
は
散
歩
に

　
　※

体
調
な
ど
に
合
わ
せ
て
無
理
の
な
い
範
囲
で

行
っ
て
く
だ
さ
い

▼
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

☎
23‐４
６
５
４
23‐３
５
４
５
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カーネーション
（花／出荷時期：１0月～6月）

母の日に贈る花として親し
まれています。県内２位の出
荷量で、年間約４６０万本出
荷されています。

花ことば

母への愛、生きた愛情

ブーゲンビレア
（鉢花／出荷時期：５月～７月）

花に見えるのは葉の一部で
す。県内１位の出荷量で、年
間約８万鉢出荷されていま
す。

花ことば

情熱

農政課  ☎23-3517

花 鉢

50

今月の 5月の

田
原
市
が
５
年
連
続
日
本
一
！

平
成
30
年
市
町
村
別
農
業
産
出
額

　
農
林
水
産
省
が
「
平
成
30

年
市
町
村
別
農
業
産
出
額

（
推
計
）」
を
公
表
し
、
田
原

市
は
８
４
８
億
７
千
万
円

で
日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
町
村
別
農
業

産
出
額
（
推
計
）
が
公
表
さ

れ
始
め
た
平
成
26
年
か
ら
５
年
連
続
と
な
っ
て
い
ま

す
。

   

部
門
別
に
見
る
と
、
野
菜
が
３
１
６
億
1
千
万

円
、
畜
産
が
２
２
０
億
3
千
万
円
、
花
き
が

２
９
５
億
5
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

花
き
の
産
出
額
は
2
位
の
浜
松
市
（
静
岡
）
の

61
億
２
千
万
円
と
大
差
を
つ
け
て
1
位
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
26
年
か
ら
5
年
連
続
日
本
一
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
本
市
で
は
、今
後
も
農
業
産
出
額
日
本
一
に
向
け
、

渥
美
半
島
田
原
市
の
農
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

※
市
町
村
別
農
業
産
出
額
は
、
農
林
水
産
省
が
都
道

府
県
別
農
業
産
出
額
を
も
と
に
作
成
し
、
地
域
に
密

着
し
た
農
業
政
策
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 平成30年市町村別農業産出額

◦田原市の菊

順位 市町村名（県名） 金額（億円）

１ 田原市（愛知） 848.7

2 都城市（宮崎） 754.1

3 鉾田市（茨城） 708.4

4 別海町（北海道） 660.2

5 新潟市（新潟） 586.5

6 旭市（千葉） 522.9

7 浜松市（静岡） 486.7

8 熊本市（熊本） 473.6

9 鹿屋市（鹿児島） 442.2

10 豊橋市（愛知） 434.2
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キ
ャ
ベ
ゾ
ウ・か
い
く
ん
の

35

▼
渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
２
人
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原
市
の
観
光
資
源
を
ご
紹
介

環
境
け
い
じ
ば
ん

環
境
戦
隊
た
は
ら
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー

30

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」で
暑
い
夏
を
快
適
に
！

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ

ガ
オ
な
ど
の
つ
る
性
植
物
で
日
の
当
た

る
窓
や
壁
を
覆
う
自
然
の
カ
ー
テ
ン
で

す
。緑
の
カ
ー
テ
ン
の
遮
光
効
果
や
冷

却
効
果
で
、エ

ア
コ
ン
の
使

用
量
を
抑
え

る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、節

電・省
エ
ネ
に

つ
な
が
り
ま

す
。

　
家
計
に
も
地
球
に
も
優
し
い
夏
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

▪
ゴ
ー
ヤ
の
種
の
無
料
配
布

　

１
０
０
３
６
９
４

【
対
象
者
】た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣

言
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、市
内
の

住
宅
や
事
業
所
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
を

設
置
さ
れ
る
方　
【
配
布
数
】50
袋（
先

着
順
）　
【
配
布
期
限
】５
月
29
日（
金
）

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）　
【
配
布

場
所
】市
環
境
政
策
課（
南
庁
舎
２
階
）

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

★
糟
谷
磯
丸
の「
ま
じ
な
い
歌
」

　

伊
良
湖
岬
灯
台
へ
続
く
遊
歩
道
、い

の
り
の
磯
道
に
は
、糟
谷
磯
丸
が
詠
ん

だ
、恋
す
る
二
人
が
結
ば
れ
る
歌
や
商

売
繁
盛
の
歌
な
ど「
ま
じ
な
い
歌
」の
中

か
ら
厳
選
さ
れ
た
61
首
が
石
碑
に
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
あ
る
歌
碑
の

中
で
、二
人
の
恋
が
結
ば
れ
る
よ
う
に

と
願
い
が
込
め
ら
れ
た
歌
碑
は
、二
人

が
寄
り
添
う
姿
が
石
に
彫
り
込
ま
れ
て

い
る
の
が
目
印

で
す
。ぜ
ひ
大

切
な
人
と
探
し

て
み
て
く
だ
さ

い
。

★
恋
路
ヶ
浜（
恋
人
の
聖
地
）

　

昔
、高
貴
な
男
女
が
許
さ
れ
ぬ
恋
ゆ

え
に
こ
の
地
に
逃
れ
て
き
た
と
い
う
伝

説
か
ら
恋
路
ヶ
浜
と
名
前
が
つ
い
た
と

言
わ
れ
、恋
人
た
ち
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
に

ふ
さ
わ
し
い
場
所
と
し
て
、伊
良
湖
岬

灯
台
と
と
も
に

恋
人
の
聖
地
に

認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。恋
路
ヶ
浜

駐
車
場
横
に
設

置
さ
れ
た
願
い

の
か
な
う
鍵
は
、

こ
の
地
を
訪
れ
た
人
々
の
願
い
が
叶
う

よ
う
に
と
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
市
内
に
は
、伊
良
湖
岬
灯
台

や
日
出
の
石
門
、コ
コ
ナ
ッ
ツ
ビ
ー
チ

伊
良
湖
な
ど
恋
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
ス
ポ
ッ
ト
を
巡

る
こ
と
で
恋
愛
運
が
ア
ッ
プ
し
て
恋
が

う
ま
く
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
Ｈ
Ｐ
も
よ

ろ
し
く
き
ゃ
べ
☆

１
０
０
２
１
７
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７　

800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800

［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状を皆さんにお知らせしていきます。
◦市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量	1,300t/月

H30年度	1月
R1年度	1月

H30年度	2月
R1年度	2月

H30年度	3月
R1年度	3月 1,293.98

1,277.49

1,133.00

1,140.69

1,286.16

1,296.03

緑
の
カ
ー
テ
ン
の
効
果

①
窓
か
ら
入
り
込
む
日
差
し
を
遮
る

②
家
の
周
り
の
表
面
温
度
を
抑
え
る

③
植
物
の
蒸
散
作

用
で
外
気
の
温

度
を
下
げ
る

今
回
は
、渥
美
半
島
恋

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
す
る
き
ゃ
べ
☆

恋
愛
運
ア
ッ
プ
す
る

か
も
し
れ
な
い
き
ゃ

べ
☆

◦いのりの磯道

◦恋路ヶ浜

◦市役所の緑のカーテン

令和2年5月  広報たはら │    │28



中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日

  5月▶1日金～11日月、18日月、25日月
  6月▶1日月、8日月、12日金、15日月、
          22日月、29日月

◎タブレット端末の館内貸し出し
　図書館では、インターネットの検索・閲覧などに、タ
ブレット端末（館内貸し出し）をご利用いただけます。
3月から、利用方法が一部変更となり、より使いやすく
なりました。
　また、館内では公衆無線
LANサービスが利用でき、
持ち込みのパソコンなどを
インターネットに接続する
こともできます。
　利用を希望する方は、各
図書館カウンターまでお申
し込みください。
▶変更点＝申込書が不要／
年齢制限なし

◎天井工事のお知らせ
　中央図書館は、天井の耐震補強および改修工事を行
います。貸し出し・返却・利用時間の変更はありません
が、2階など一部のエリアが利用
できなくなります。
　工事に伴いご迷惑をお掛けし
ますが、ご理解ご協力をお願い
します。
▶期間＝5月12日（火）～10月9
日（金）
▶場所＝中央図書館の一部
※詳しくは、ＨＰをご覧ください。
▶中央図書館　☎23-4946

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．「錫（すず）について、歴史や効用を知りたい」

◎調べるキーワード
「錫」「金属」「民具（古民具）」
A．錫の歴史から調べると、日本では古くから
食器や酒器に使用されており、「青銅（合金）」と
して刀剣や仏像に使われてきたことが分かりま
す。次に民具、古民具から酒器としての錫の効用
を調べるとお酒がまろやかになること、解毒作
用があることなどが分かりました。

◎調べたツール
『構造、状態、磁性、資源からわかる金属の科学』
岡本篤樹/著、津田哲明/著、片桐望/著　
ナツメ社　560/ｺ

『古民具の世界』
安岡路洋/編著
学習研究社　383.9/ﾔ

『民具の文化史』
諸岡青人/共著　
里深文彦/共著
アグネ承風社　383/ﾓ

『箱覧会』
小西七重/編著　
スモール出版　704/ｺ

宝物が入っている箱。
誰かに贈りたくなる箱。
素敵な箱が数多く紹介されています。

『ハリス・バーディック年代記』
Ｃ・Ｖ・オールズバーグ/ほか著　
河出書房新社
933/ﾊﾘ/ｶﾈ

オールズバーグの絵本『ハリス・バー
ディックの謎』の１４枚の絵を元に、１４
人の作家が摩訶不思議な物語を紡ぐ。

広報たはら  令和2年5月│    │29

●中央図書館
 一　般▶5月12日火～6月11日木	 「掘り出し本」
 子ども▶～6月11日木	 「世界のともだち」

●赤羽根図書館
 一　般▶5月12日火～6月11日木	 「外に出かけよう！」
 子ども▶5月12日火～6月11日木	 「とり」

●渥美図書館
 一　般▶5月12日火～6月11日木	 「いろいろ
	   ダイエット!!」
 子ども▶5月12日火～6月11日木	 「5月のイベント」

※掲載内容は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、変更する場合があります
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す
。
地
元
の
方
や
観
光
客
を
含
め
毎
年
多

く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
こ
の
田
原
城
の
始
ま
り
は
い
つ

ご
ろ
で
、
誰
が
築
城
し
た
の
か
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　
田
原
城
の
始
ま
り
は
古
く
、
そ
の
創
建

は
有
名
な
徳
川
家
康
の
親
で
あ
る
松
平
広

忠
が
活
躍
し
た
時
期
よ
り
前
の
世
代
の
文

明
12
年（
１
４
８
０
）頃
に
な
り
ま
す
。
田

原
城
を
築
い
た
の
は
、
当
時
、
上
野
城（
現

在
の
豊
田
市
）を
居
城
と
し
て
い
た
戸
田

宗む
ね
み
つ光
で
す
。
宗
光
は
今
川
氏
か
ら
の
要
請

で
、
上
野
城
か
ら
老
津（
豊
橋
市
）に
移
り
、

田
原
城
を
築
い
て
拠
点
と
し
、
渥
美
半
島

を
含
め
周
辺
地
域
を
支
配
し
て
い
き
ま
し

た
。
二
代
目
の
戸
田
憲の
り
み
つ光
は
今
橋
城
（
吉

田
城
）
を
攻
め
落
と
し
、
知
多
半
島
の
南

田
原
城
築
城
と
戦
国
戸
田
氏

　
お
城
や
戦
国
武
将
は
好
き
で
す
か
？

　
近
年
の
城
ブ
ー
ム
で
全
国
各
地
の
城
や

武
将
が
雑
誌
や
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
愛
知
県
は
犬
山
城
、
名
古
屋

城
、
岡
崎
城
、
吉
田
城
な
ど
多
く
の
城
が

あ
り
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家

康
な
ど
誰
で
も
知
っ
て
い
る
有
名
な
武
将

を
多
く
輩
出
し
た
地
域
で
す
。
も
ち
ろ
ん

本
市
に
も
田
原
城
が
あ
り
、
有
力
な
武
将

も
い
ま
し
た
。
田
原
城
跡
に
は
現
在
、
本

丸
に
巴
江
神
社
、
二
ノ
丸
に
田
原
市
博
物

館
、
三
ノ
丸
に
護
国
神
社
が
建
っ
て
い
ま

半
分
の
河

和
・
富
貴
や

仁
連
木
城
、

舟
形
山
砦
を

含
め
た
三
遠

国
境
付
近
も

勢
力
下
に
治

め
、
戸
田
氏

の
全
盛
期
を

築
き
ま
し

た
。そ
の
後
、

田
原
城
を
居

城
と
し
た
戸
田
氏
は
、
三
代
政ま
さ
み
つ光
、
四
代

宗
光
の
時
代
に
今
川
氏
や
松
平
氏
に
よ
っ

て
田
原
城
を
含
め
周
辺
の
城
を
攻
め
込
ま

れ
、
勢
力
を
落
と
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
五
代
堯た
か
み
つ光
の
代
で
つ
い
に
今
川
氏
に
よっ

て
田
原
城
が
攻
め
落
と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
れ
以
降
、
田
原
城
は
今
川
氏
の
支

配
下
と
な
り
ま
す
。
戦
国
時
代
を
中
心
と

し
た
戸
田
氏
※
は
今
川
氏
に
よ
って
田
原
城

が
落
城
す
る
ま
で
初
代
の
宗
光
か
ら
五
代

70
年
続
き
、
三
河
湾
や
伊
勢
湾
の
海
上
交

通
を
支
配
し
た
一
大
勢
力
で
し
た
。
現
在
、

戸
田
一
族
の
墓
所
が
菩
提
寺
で
あ
る
長
興
寺

（
大
久
保
町
）に
あ
り
ま
す
。

　
田
原
市
博
物
館
で
は
、
５
月
23
日（
土
）

か
ら
７
月
12
日（
日
）ま
で
平
常
展
「
田
原

の
歴
史　
田
原
城・田
原
城
主
の
あ
ゆ
み
」

を
開
催（
予
定
）し
ま
す
。
今
回
紹
介
し
た

田
原
城
や
戦
国
戸
田
氏
、
そ
の
後
の
田
原

城
主
に
つ
い
て
も
紹
介
を
し
ま
す
。

※
田
原
城
主
の
戸
田
氏
は
戦
国
時
代
を
中

心
に
五
代
続
い
た
戸
田
氏
と
江
戸
時
代
の

田
原
藩
主
と
し
て
三
代
続
い
た
戸
田
氏
が

あ
り
ま
す
。　
　
（
学
芸
員　
清
水
俊
輝
）

戸
と

田
だ

氏
し

全
ぜん

盛
せい

期
き

の三
み

河
かわ

の国
くに

のようす

▲戸田氏系図（出典：田原の文化第20号 その後の戸田一族）◦戸田氏墓所（長興寺）

▲戸田氏全盛期の図面（出典：田原の文化財ガイドⅡ）
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～5/7木
カーネーション収穫

田原市春の風景

5/7木～5/21木
健康づくりリーダーによる健康体操

菜の花浪漫街道公式認定ソング披露

5/21木～6/4木
新型コロナ感染症
高齢者が気をつけること

給付金のお知らせ

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります

※この番組表は有料広告として掲載しています

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

※番組内容は、急遽変更となる場合があります
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靴を脱いで一生懸命登り棒に登っている
様子が伝わってきます。

友達と登り棒に登ったら遠く
まで見えたよ。

くつ　　　ぬ　　　　  いっ しょうけんめい のぼ 　  ぼう　　 のぼ

折り紙の角まで丁寧に折ることができま
したね。

 お　　  がみ　　 かど　　　　 てい ねい　　　お

評

東部保育園

鈴木陸月くん（5歳）

東部保育園

河邉千紘ちゃん（5歳）

顔の表情やバックの模様
で、ホットドックにかぶり
ついた時の気持ちが伝
わってきます。

評シンバルの模様や体の
向きを考えて彫れまし
た。響きを楽しむ様子が
伝わってきます。

評 清田小学校6年

浦山拓士くん

折り紙を折るのが楽しかっ
たよ。

清田小学校6年

鈴木咲翔くん
さく   と

木版画木版画

評

  お　　 がみ　　　お　　　　　　　 たの

   ち 　  ひ ろ

黒田
実
先生   り　  つ き

　　　 み

 とも だち　　のぼ　　 ぼう　　 のぼ　　　　　　 とお

 よう す　　　 つた

たく   と

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

イ
ラ
レ
内
ル
ビ
の
ズ
レ
に
注
意

イ
ラ
レ
内
ル
ビ
の
ズ
レ
に
注
意

今月　納税・使用料の

固定資産税・都市計画税
（全期・第１期分）

納期限

軽自動車税
（全期分）

月6月  1日

●人口と世帯数（令和2年4月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 21人 死亡 63人

転入 258人 転出 375人

増減 -159人

総人口 61,564人

男性 31,106人

女性 30,458人

世帯数 22,561世帯

※増減は3月中です

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

95.4%
（49,444千㎥）

令和2年4月20日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

◦
市

H
P

／
http://w

w
w

.city.tahara.aichi.jp
N

o.856 令
和

2年
5月

号

大
切
な
人
へ
、日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
人
へ
、花
は
だ
れ
か
を
笑
顔

に
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。今
は
み
ん

な
我
慢
の
時
、で
も
こ
ん
な
時
だ
か

ら
こ
そ
、花
で
日
常
を
少
し
明
る
く

し
て
み
ま
せ
ん
か
？（
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
収
穫
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